
古
井
喜
実
と
一
九
六
八
年
の
日
中
L
T
貿
易
交
渉

鹿

雪

史火

宝

古井喜実と一九六八年の日申LT貿易交渉（鹿）

【
要
約
】
　
｝
九
六
二
年
一
　
月
、
松
村
謙
三
ら
自
民
党
内
親
中
国
派
の
努
力
で
、
「
日
中
総
合
貿
易
に
関
す
る
覚
書
」
（
L
T
貿
易
）
が
調
印
さ
れ
た
。
こ

の
協
定
は
「
準
政
府
間
貿
易
協
定
」
と
も
言
わ
れ
、
日
申
間
の
政
治
、
経
済
関
係
の
改
善
、
人
的
交
流
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
佐
藤
内
閣
は
対

中
国
政
策
に
お
い
て
対
決
姿
勢
を
取
り
、
中
国
で
も
文
化
大
革
命
の
影
響
で
対
日
姿
勢
が
強
硬
に
な
っ
た
た
め
、
一
九
六
七
年
末
に
期
限
切
れ
と
な
る
し

T
貿
易
協
定
は
厳
し
い
交
渉
の
結
果
、
五
年
間
の
長
期
貿
易
か
ら
単
年
度
の
覚
書
取
決
め
と
な
り
、
名
称
も
L
T
か
ら
M
T
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
貿
易
交

渉
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
も
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
交
渉
の
矢
面
に
立
っ
て
い
た
古
井
喜
実
の
役
割
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
い

え
な
い
。
本
稿
は
親
中
派
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
古
井
喜
実
の
行
動
・
思
想
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
今
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

政
府
間
ル
ー
ト
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
日
中
関
係
改
善
の
た
め
に
行
動
し
て
き
た
自
民
党
内
親
中
派
の
役
割
を
確
認
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
［
巻
五
号
　
二
〇
〇
八
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
六
二
年
九
月
、
松
村
謙
三
は
池
田
首
相
の
意
を
受
け
て
第
二
次
訪
中
を
果
た
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

周
恩
来
総
理
と
の
問
で
共
同
発
表
を
行
い
、

中
国
と

の
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
た
め
政
治
的
な
基
礎
を
築
い
た
。
つ
い
で
一
一
月
に
は
高
碕
達
之
助
が
訪
中
、
雨
承
志
と
の
間
で
「
日
中
総
合
貿
易
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
す
る
覚
書
」
（
屡
と
高
碕
の
頭
文
字
を
取
っ
て
L
T
貿
易
と
い
う
）
に
調
印
し
た
。
L
T
貿
易
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
友
好
貿
易
で
は
99（88王）



賄
う
こ
と
の
で
き
な
い
長
期
大
規
模
取
引
を
、
メ
ー
カ
ー
団
体
が
友
好
商
社
を
通
さ
ず
直
接
中
国
側
と
交
渉
し
、
総
合
的
な
バ
ー
タ
ー
貿
易
を

可
能
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ラ
ン
ト
や
貨
物
船
の
延
払
い
取
引
に
輸
出
入
銀
行
（
以
下
輸
銀
と
略
す
）
資
金
が
適

用
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
、
六
三
年
八
月
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
の
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
の
対
中
延
払
い
輸
出
が
は
じ
め
て
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、

六
四
年
四
月
、
L
T
連
絡
事
務
所
の
相
互
設
置
並
び
に
代
表
の
相
互
派
遣
、
及
び
日
中
双
方
の
新
聞
記
者
交
換
が
決
定
さ
れ
、
中
国
側
の
東
京

事
務
所
が
八
月
、
日
本
側
の
北
京
事
務
所
は
翌
年
一
月
に
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
記
者
交
換
も
六
四
年
九
月
に
実
現
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
日
中
関
係
の
改
善
に
む
け
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
松
村
を
は
じ
め
と
す
る
自
民
党
内
の
親
中
派
で
あ
り
、
古
井
喜

③実
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
古
井
は
一
九
五
九
年
一
〇
月
松
村
に
随
い
は
じ
め
て
中
国
を
訪
問
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
六
二
年
の
松
村
訪
中
に

随
行
し
、
つ
い
で
翌
年
九
月
に
は
第
二
年
度
の
L
T
貿
易
交
渉
の
後
見
役
と
し
て
三
回
目
の
訪
中
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に
六
四
年
四
月
に
も
松

村
に
随
行
し
て
L
T
貿
易
連
絡
事
務
所
の
相
互
設
置
及
び
日
中
記
者
交
換
を
取
り
決
め
た
。
こ
う
し
た
四
度
に
わ
た
る
訪
中
を
通
し
て
、
古
井

は
中
国
側
と
深
い
信
頼
関
係
を
築
い
た
。
し
か
し
、
六
四
年
十
一
月
に
佐
藤
内
閣
が
登
場
す
る
と
日
中
関
係
に
は
暗
雲
が
た
ち
こ
め
ば
じ
め
、

L
T
貿
易
の
維
持
も
危
う
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
古
井
は
日
申
の
細
い
パ
イ
プ
を
守
る
た
め
に
尽
力
し
、
両
者
の
交
渉
に
お

い
て
中
心
人
物
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
佐
藤
政
権
期
の
対
中
政
策
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
外
交
文
書
の
公
開
と
と
も
に
研
究
が
格
段
の
深
化
を
み
せ
た
が
、
い
ず

れ
も
政
権
中
枢
の
政
策
分
析
が
主
と
さ
れ
、
実
際
に
日
申
交
渉
に
立
ち
、
両
国
関
係
を
つ
な
い
で
き
た
自
民
党
内
親
中
派
の
研
究
は
等
閑
視
さ

れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
日
本
の
保
守
勢
力
の
対
中
政
策
を
総
体
的
に
考
察
す
る
た
め
に
は
、
政
権
中
枢
と
親
中
派
の
双
方
に
わ
た

っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
～
世
紀
の
日
中
関
係
を
考
え
る
に
お
い
て
も
、
保
守
親
中
派
の
存
在
の
歴
史
的
意
義
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
の
日
中
関
係
に
お
け
る
親
中
派
の
役
割
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
古
川
万
太
郎
、
増
田
弘
、
姜
克
実
の
研

　
　
　
⑤

究
が
あ
る
。
ま
た
、
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
は
、
交
渉
責
任
者
の
一
人
で
あ
っ
た
田
川
誠
一
に
よ
る
詳
細
な
日
記
が
残
っ
て
お
り
、
古
川
万
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

や
湯
谷
芳
秀
の
研
究
で
も
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
交
渉
の
矢
面
に
立
っ
て
い
た
古
井
喜
実
の
役
割
は
十
分
に

100 （882）



明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
L
T
貿
易
交
渉
の
詳
細
に
つ
い
て
も
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
、
古
井
喜
実
文
書
を
用
い
て
、
L
T
貿
易
か
ら
M
T
貿
易
に
移
行
す
る
時
期
を
取
り
上
げ
、
以
下
の
点
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
検
討
を
行
な

、
つ
。

　
第
一
に
、
佐
藤
内
閣
と
松
村
、
古
井
ら
親
中
派
の
対
中
姿
勢
を
比
較
し
、
双
方
の
相
違
点
を
確
認
す
る
。
第
二
に
、
自
毘
党
内
の
タ
カ
派
を

中
心
に
「
土
下
座
外
交
」
と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
、
党
内
で
孤
立
を
深
め
て
い
き
な
が
ら
も
、
古
井
を
は
じ
め
と
す
る
親
中
派
が
L
T
ル
ー
ト

を
守
る
た
め
に
苦
闘
し
、
M
T
貿
易
と
し
て
の
再
出
発
に
こ
ぎ
つ
け
た
交
渉
過
程
を
追
う
。
か
か
る
観
点
に
立
ち
、
本
稿
は
親
中
派
の
中
心
メ

ン
バ
ー
の
～
人
で
あ
る
古
井
喜
実
の
行
動
・
思
想
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
今
ま
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
政
府
間
ル
ー
ト
と
は
異
な

る
も
う
一
つ
の
日
中
関
係
改
善
の
た
め
に
行
動
し
て
き
た
自
民
党
内
親
中
派
の
役
割
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

古井喜実と一九六八年の日中LT貿易交渉（鹿）

①
松
村
・
周
恩
来
会
談
に
関
す
る
共
同
発
表
（
要
旨
）

　
　
①
中
里
側
は
政
治
三
原
則
、
貿
易
三
原
則
、
政
経
不
可
分
の
原
則
を
堅
持
す
る

　
こ
と
を
重
ね
て
表
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
引
き
続
き
有
効
で
あ
る

　
と
認
め
た
。
②
双
方
は
、
貿
易
を
さ
ら
に
促
進
し
、
発
展
さ
せ
た
い
と
の
願
い
を

　
表
明
し
た
。
③
双
方
は
、
漸
進
的
か
つ
積
み
重
ね
の
方
式
を
と
り
、
政
治
関
係
と

　
経
済
関
係
を
ふ
く
む
両
国
の
関
係
の
正
常
化
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
｝
致
し
て

　
認
め
た
（
B
中
国
交
回
復
促
進
議
員
連
盟
編
『
日
中
国
交
回
復
関
係
資
料
集
隔
B

　
中
国
交
資
料
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
一
二
五
頁
）
。
（
政
治
三
原
則
と
は
、
一
九

　
五
八
年
五
月
の
長
講
国
旗
事
件
に
よ
っ
て
日
中
交
流
が
全
面
断
絶
さ
れ
た
後
、
中

　
国
側
が
日
中
問
題
解
決
に
関
す
る
条
件
と
し
て
明
示
し
た
原
則
一
①
中
国
敵
視
政

　
策
を
行
わ
な
い
、
②
二
つ
の
中
国
を
作
る
陰
謀
に
撫
わ
ら
な
い
、
③
中
日
両
国
の

　
團
交
正
常
化
を
妨
げ
な
い
、
で
あ
る
。
貿
易
三
原
則
と
は
、
一
九
六
〇
年
八
月
周

　
恩
来
総
理
が
日
中
貿
易
再
開
の
条
件
と
し
て
示
し
た
原
則
一
①
政
府
間
協
定
、
②

　
民
間
契
約
、
③
登
別
的
な
配
慮
、
で
あ
る
）
。

②
友
好
貿
易
と
は
、
「
政
治
三
原
則
偏
、
「
貿
易
三
原
則
」
を
承
認
す
る
日
本
の
商

　
社
が
総
評
、
日
中
貿
易
促
進
会
、
国
際
貿
易
促
進
協
会
な
ど
の
友
好
団
体
の
推
薦

　
を
受
け
、
中
国
側
か
ら
友
好
商
社
と
し
て
嘉
定
さ
れ
、
中
国
と
の
貿
易
を
行
う
。

　
い
わ
ば
中
国
主
導
型
の
貿
易
で
あ
る
。

③
古
井
喜
実
（
一
九
Ω
二
～
　
九
九
五
）
一
九
〇
三
年
一
月
鳥
取
県
に
生
ま
れ
る
。

　
一
九
二
五
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
、
内
務
省
に
入
っ
た
。
大
戦
中
、
内
務

　
省
地
方
局
長
、
警
保
局
長
、
茨
城
・
愛
知
県
知
事
等
を
経
て
、
四
五
年
八
月
十
九

　
日
東
久
週
宮
内
閣
内
務
次
官
就
任
。
四
七
年
～
二
月
公
職
追
放
さ
れ
、
五
〇
年
一

　
〇
月
仙
副
帥
兜
解
…
除
。
五
二
濫
＋
一
〇
月
衆
議
院
議
皿
貝
に
初
当
選
。
山
ハ
○
年
一
二
門
月
池
田

　
内
閣
厚
相
、
七
八
年
＝
一
月
大
平
内
闇
汁
柏
を
歴
佳
。
五
九
年
【
○
月
松
村
謙
三

　
と
と
も
に
初
の
訪
中
を
果
た
し
、
以
後
日
中
張
交
回
復
ま
で
＝
一
回
訪
中
、
亡
な

　
る
ま
で
二
七
回
の
訪
中
を
果
た
し
た
。
特
に
、
国
交
回
復
ま
で
、
L
T
貿
易
・
覚

　
書
貿
易
の
交
渉
に
あ
た
り
、
日
中
国
交
回
復
の
事
前
交
渉
な
ど
、
B
中
友
好
の
た

　
め
に
献
身
し
、
国
交
回
復
後
も
目
中
友
好
に
努
め
た
。
八
○
年
二
月
、
日
中
友
好

　
議
員
連
盟
会
長
、
八
三
年
九
月
日
中
友
好
会
館
初
代
会
長
に
な
っ
た
。

④
佐
藤
内
閣
の
中
国
政
策
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
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一
つ
は
、
佐
藤
内
閣
の
「
親
米
・
親
台
湾
・
反
中
国
」
の
姿
勢
は
日
中
関
係
の
悪

　
化
を
も
た
ら
し
、
や
が
て
上
本
の
頭
越
し
の
米
中
接
近
と
い
う
事
態
を
招
き
、
日

　
本
外
交
が
国
際
政
治
の
動
き
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
と
の
見
方
で
あ
り
、
代
表
的
な

　
著
作
は
、
古
川
万
太
郎
隅
西
中
戦
後
関
係
史
ノ
ー
ト
勧
（
三
省
堂
、
一
九
八
三
年
）
、

　
岡
『
日
中
戦
後
関
係
横
隔
（
原
図
房
、
　
一
九
八
八
年
）
。
も
う
一
つ
は
、
佑
藤
内
闇

　
も
日
中
関
係
改
善
の
意
欲
が
強
か
っ
た
が
、
国
内
外
の
情
勢
に
拘
束
さ
れ
た
た
め
、

　
積
極
的
な
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
の
見
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　
楠
紐
實
編
著
『
佐
藤
政
権
・
二
七
九
七
日
（
上
）
』
（
行
政
問
題
研
究
所
、
一
九
八

　
一
二
年
）
、
同
魍
楠
田
四
日
三
一
佐
藤
栄
作
総
理
首
席
秘
書
官
の
二
〇
〇
〇
日
隔
（
中

　
央
公
論
新
社
、
一
～
○
〇
一
年
）
、
山
田
栄
三
『
正
伝
佐
藤
栄
作
（
下
）
㎞
（
薪
潮
社
、

　
～
九
八
八
年
）
、
佐
藤
晋
「
佐
藤
政
権
期
の
ア
ジ
ア
政
策
」
波
多
野
澄
雄
編
著

　
『
池
田
・
佐
藤
政
権
期
の
日
本
外
交
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
間
一

　
三
一
～
一
六
五
頁
、
池
田
直
隆
『
日
米
関
係
と
「
二
つ
の
中
国
」
1
池
田
・
佐

　
藤
・
田
中
内
閣
期
一
揃
（
ア
テ
ネ
社
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

⑤
例
え
ば
、
古
川
万
太
郎
前
掲
書
『
日
中
戦
後
関
係
史
ノ
ー
ト
隔
、
同
『
B
中
戦

　
後
関
係
史
魅
、
増
田
弘
『
石
橋
湛
山
研
究
n
「
小
日
本
主
義
者
」
の
国
際
認
識
臨

　
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
〇
年
）
、
同
「
石
橋
湛
山
の
「
日
中
米
ソ
平
和
同

　
盟
」
構
想
」
（
～
）
（
一
　
）
『
法
学
研
究
㎞
（
慶
癒
義
塾
大
学
）
①
し
・
－
P
一
〇

　
（
回
り
㊤
N
o
Q
－
O
）
、
姜
克
実
「
日
中
国
交
回
復
に
お
け
る
石
橋
湛
山
の
役
割
扁
『
社

　
会
科
学
討
究
睡
＝
￥
ω
Q
。
山
（
6
Φ
N
o
。
）
、
同
糊
石
橋
湛
山
の
戦
後
』
（
東
洋
経
済

　
新
報
社
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

⑥
田
州
誠
一
『
日
中
交
渉
秘
録
田
川
B
記
～
十
四
年
の
証
言
㎞
（
毎
日
新
聞
社
、

　
　
九
七
留
年
）
、
古
川
万
太
郎
前
掲
書
欄
日
中
戦
後
関
係
史
ノ
ー
ト
㎞
　
～
六
一
～

　
二
〇
二
頁
、
同
轍
日
賦
戦
後
関
係
史
』
二
二
七
～
三
一
一
頁
、
添
谷
芳
秀
『
B
本

　
外
交
と
中
国
　
一
九
四
五
～
一
九
七
二
』
（
慶
慮
通
信
株
式
会
社
、
一
九
九
五
年
）
、

　
一
六
八
～
一
八
～
二
頁
な
ど
。

⑦
古
井
家
か
ら
京
都
大
学
文
学
部
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は

　
M
T
貿
易
に
関
す
る
詳
細
な
資
料
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
新
発
見
の
資
料
も
含
ま

　
れ
、
田
川
日
記
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
事
実
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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第
一
章
　
基
盤
が
揺
ら
ぎ
始
め
る
L
T
貿
易

1

佐
藤
内
閣
の
登
場
と
摺
中
関
係
の
悪
化

　
一
九
六
四
年
＝
月
九
日
、
池
田
勇
人
の
病
気
退
陣
に
よ
り
、
佐
藤
栄
作
が
首
班
指
名
を
受
け
た
。
中
国
側
は
池
田
の
退
陣
を
惜
し
み
な
が

ら
も
、
佐
藤
に
あ
る
程
度
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
組
閣
前
に
佐
藤
が
対
中
外
交
に
つ
い
て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
年
の
四
月
、
中
国
経
済
貿
易
展
覧
会
が
東
京
で
開
か
れ
た
際
、
当
時
科
学
技
術
庁
長
宮
で
あ
っ
た
佐
藤
は
会
場
を
訪
れ
、
五
月
一
四
日
に

は
、
南
漢
震
中
国
国
際
貿
易
促
進
会
主
席
と
会
談
し
て
い
る
。
南
漢
震
と
の
会
談
の
席
上
で
佐
藤
は
「
政
経
不
可
分
で
日
中
改
善
に
取
り
組
む
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①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

意
欲
」
を
披
渥
し
た
。
中
国
側
は
佐
藤
の
前
向
き
な
姿
勢
を
高
く
評
価
し
、
「
先
見
の
明
あ
る
政
治
家
」
と
賞
賛
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
一
〇
月
頃
に
は
、
佐
藤
・
周
恩
来
会
談
ま
で
が
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
池
田
が
癌
で
入
院
し
政
権
担
当
が
難
し
く
な
る
状
況

下
、
次
期
政
権
に
最
短
距
離
に
あ
る
立
場
を
考
え
た
佐
藤
は
、
外
国
首
脳
と
の
会
談
に
綱
人
的
に
も
コ
ミ
ッ
ト
で
き
な
い
と
し
、
周
と
の
会
談

　
　
　
　
　
　
③

は
幻
に
終
わ
っ
た
。

　
佐
藤
は
政
権
発
足
後
の
記
者
会
見
で
、
「
日
韓
交
渉
と
中
共
問
題
は
日
本
の
当
面
す
る
外
交
の
基
本
問
題
で
あ
り
、
佐
藤
内
閣
に
課
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
重
要
問
題
で
も
あ
る
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
、
日
本
共
産
党
大
会
へ
の
出
席
を
希
望
し
た
彰
真
北
京
市
長
の
入
国
を
拒
否
し
、
中

国
に
対
し
て
強
硬
姿
勢
を
見
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
人
民
日
報
触
は
、
佐
藤
の
対
中
姿
勢
を
批
判
し
、
「
佐
藤
の
い
わ
ゆ
る
「
使
命
」
な
る

も
の
は
、
元
来
日
中
友
好
関
係
を
破
壊
し
、
国
連
に
お
け
る
中
圏
の
合
法
的
権
利
を
阻
止
し
、
「
二
つ
の
中
国
」
を
作
る
霜
曇
の
陰
謀
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
厳
し
い
論
評
を
行
っ
た
。
実
は
、
政
権
発
足
段
階
で
の
佐
藤
内
閣
の
対
中
政
策
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
に
反
対

し
つ
つ
も
、
政
経
分
離
の
原
則
の
も
と
で
貿
易
な
ど
の
交
流
を
進
め
る
従
来
の
方
針
を
堅
持
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
池
田
内
閣
と
大
き
な
違
い

が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
中
国
側
は
池
田
内
閣
に
対
し
て
は
、
松
村
ら
を
通
じ
て
着
実
に
日
中
関
係
改
善
を
図
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
公

然
と
攻
撃
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
控
え
て
い
た
。
そ
の
北
京
政
府
が
佐
藤
批
判
に
乗
り
出
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
佐
藤
の
態
度
に
対
す
る
強
い

不
信
感
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
後
、
佐
藤
内
閣
に
対
す
る
中
国
側
の
不
信
を
裏
付
け
る
決
定
的
な
事
件
が
お
こ
っ
た
。

　
～
九
六
五
年
一
月
、
通
産
省
は
ニ
チ
ボ
ー
と
日
立
造
船
の
対
中
国
プ
ラ
ン
ト
輸
出
延
払
い
に
対
す
る
輸
銀
融
資
の
承
認
を
拒
否
し
た
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
二
月
、
佐
藤
内
閣
は
「
吉
田
書
簡
」
を
堅
持
し
、
中
国
へ
の
輸
出
代
金
に
は
輸
銀
融
資
の
使
用
を
拒
否
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
L
T
貿
易

に
よ
る
大
型
プ
ラ
ン
ト
の
取
引
は
、
日
中
双
方
の
L
T
関
係
者
の
間
で
原
則
と
し
て
輸
銀
使
用
が
前
提
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

L
T
貿
易
発
展
の
政
治
的
基
礎
の
一
つ
と
し
て
、
政
経
不
可
分
の
原
則
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
佐
藤
内
閣
が
「
吉
田
書
簡
」
を
理
由
に
輸
銀

の
使
用
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
中
国
に
と
っ
て
政
経
分
離
政
策
の
典
型
で
あ
る
と
同
時
に
、
台
湾
支
持
に
よ
る
日
中
貿
易
へ
の
妨
害
と
し
て
写

っ
た
。
そ
し
て
荊
人
民
日
報
』
は
、
「
日
中
関
係
を
改
善
し
、
日
中
貿
易
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
、
佐
藤
政
府
が
ま
ず
「
吉
田
書
簡
」
を
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撤
回
し
、
行
動
で
も
っ
て
誠
意
を
裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
佐
藤
政
府
が
日
中
貿
易
破
壊
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
　
⑦

い
」
と
し
た
。
た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
、
中
国
側
は
な
お
も
佐
藤
の
対
中
姿
勢
の
転
換
の
可
能
性
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
三

月
二
四
日
屡
承
志
は
、
「
対
日
態
度
は
や
は
り
静
観
で
あ
る
。
今
後
の
日
中
関
係
は
吉
田
書
簡
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
や
り
方
い
か
ん
に
か
か

っ
て
い
る
。
吉
田
書
簡
に
佐
藤
内
閣
が
拘
束
さ
れ
る
限
り
、
少
な
く
と
も
」
丁
貿
易
が
伸
び
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
日
本
政
府
の
や
り
方
と

し
て
は
、
①
は
っ
き
り
と
こ
の
書
簡
の
拘
束
性
を
否
定
す
る
こ
と
、
②
具
体
的
な
事
実
で
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
、
の
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
か
で
あ
ろ
う
」
と
の
談
話
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
佐
藤
内
閣
は
態
度
を
変
え
よ
う
と
せ
ず
、
彦
承
志
事
務
所
は
四
月
六
日
に
日
立
造
船
と

の
契
約
を
破
棄
し
、
五
月
七
日
に
は
ニ
チ
ボ
ー
と
の
契
約
を
破
棄
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐
藤
政
権
の
対
中
強
硬
政
策
が
決
定
的
に
な
っ
た
の
は
、
～
九
六
七
年
九
月
の
佐
藤
の
台
湾
訪
問
で
あ
っ
た
。
中
国
側
は
訪
台
を

日
本
政
府
の
「
中
国
敵
視
政
策
」
を
あ
ら
わ
に
し
た
も
の
と
し
て
激
し
い
反
発
を
み
せ
た
。
彦
承
志
事
務
所
の
王
暁
雲
は
九
月
四
日
夜
、
「
日

日
関
係
は
佐
藤
首
相
の
台
湾
訪
問
に
よ
っ
て
決
定
的
に
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
九
月
八
日
同
事
務
所
は
、
「
こ
れ
は
七
億
中

国
人
民
に
敵
対
す
る
ゆ
ゆ
し
い
政
治
的
挑
発
行
為
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
の
内
政
に
直
接
干
渉
す
る
重
大
な
犯
罪
行
為
で
あ
る
」
と
の
抗

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

議
声
明
を
発
表
し
た
。
『
人
民
日
報
』
は
一
〇
日
「
東
条
の
歩
い
た
道
を
ゆ
く
佐
藤
内
閣
」
と
題
し
て
佐
藤
訪
露
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
一
方
、

佐
藤
は
台
湾
に
続
い
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
に
は
ア
メ
リ
カ
に
向
い
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
会
談
し
、
「
中

共
が
核
兵
器
の
開
発
を
進
め
て
い
る
事
実
に
注
目
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
中
共
か
ら
の
脅
威
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
況
を
作
る
こ
と
が
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
あ
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た
」
と
両
国
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
人
民
日
報
』
は
、
「
米
帝
国
主
義
と
日
本
反
動
派

が
政
治
、
経
済
、
軍
事
の
面
で
全
面
的
に
結
託
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
侵
略
政
策
と
戦
争
政
策
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
た
め
の
重
大
な
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

取
り
で
あ
る
」
と
日
米
共
同
声
明
を
非
難
し
た
。
～
九
六
五
年
二
月
の
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
北
爆
開
始
以
来
、
中
国
は
「
日
本
は
米
国
が
侵
略

戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
の
後
方
基
地
に
な
っ
て
い
る
」
と
判
断
し
て
い
た
が
、
佐
藤
首
相
の
訪
米
に
よ
っ
て
そ
の
危
惧
が
裏
付
け
ら
れ
た
と
認

識
し
た
と
い
え
よ
う
。
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佐
藤
の
こ
う
し
た
対
中
姿
勢
に
対
し
て
、
中
国
側
は
六
七
年
七
月
二
四
日
に
は
第
一
通
商
な
ど
北
京
駐
在
の
日
本
商
社
員
七
人
を
ス
パ
イ
容

疑
で
逮
捕
し
、
さ
ら
に
九
月
に
は
「
中
日
友
好
を
破
壊
し
た
」
と
の
理
由
で
毎
日
、
サ
ン
ケ
イ
、
西
日
本
の
記
者
三
人
に
北
京
か
ら
の
退
去
命

令
を
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
L
T
貿
易
を
基
礎
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
日
中
関
係
は
、
再
び
大
き
な
危
機
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

2

自
民
党
内
親
申
派
と
佐
藤
政
権

　
池
田
内
閣
に
お
い
て
日
渓
間
の
架
け
橋
を
任
っ
て
い
た
松
村
ら
は
早
く
か
ら
、
佐
藤
政
権
が
登
場
す
れ
ば
関
係
改
善
へ
の
支
障
と
な
る
こ
と

を
危
惧
し
、
池
田
の
退
陣
表
明
に
伴
う
次
期
総
裁
選
に
お
い
て
河
野
～
郎
と
藤
山
愛
～
郎
の
連
合
を
画
策
す
る
こ
と
で
、
佐
藤
支
持
勢
力
に
対

抗
し
よ
う
と
し
た
。
結
局
、
総
裁
選
考
に
お
い
て
調
停
役
の
川
島
正
次
郎
と
三
木
武
夫
は
佐
藤
支
持
に
傾
き
、
河
野
と
藤
山
と
の
間
に
離
間
工

作
を
し
た
た
め
、
池
田
は
佐
藤
を
後
継
者
に
指
名
し
た
。
松
村
ら
は
三
木
に
対
し
て
決
定
的
な
不
信
感
を
抱
く
に
至
り
、
六
四
年
一
～
月
、
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

村
ら
六
人
が
三
木
派
を
離
脱
し
た
。
当
時
の
自
民
党
は
、
佐
藤
派
を
中
心
に
、
岸
・
福
田
派
、
三
木
派
、
川
島
派
、
石
井
派
の
五
派
閥
で
主
流

派
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
池
田
派
、
河
野
派
の
佐
藤
批
判
勢
力
及
び
そ
の
他
の
中
間
各
派
は
表
面
的
に
は
党
内
勢
力
の
半
数
近
く

を
占
め
て
は
い
た
が
、
内
部
は
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
あ
り
、
真
正
面
か
ら
佐
藤
体
制
と
対
決
す
る
勢
力
は
事
実
上
、
松
村
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
同

調
者
の
み
と
い
え
た
。
六
六
年
一
一
月
、
佐
藤
の
総
裁
任
期
満
了
に
伴
う
総
裁
選
に
お
い
て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
藤
山
、
松
村
、
河
野
派
中
曽

根
系
に
よ
る
倉
主
流
亡
派
連
合
を
中
軸
と
し
、
こ
れ
に
中
間
各
派
を
糾
合
し
た
う
え
で
藤
山
愛
一
郎
を
立
て
て
佐
藤
に
挑
戦
し
た
が
、
そ
れ
も

失
敗
に
終
わ
り
、
松
村
ら
の
動
き
は
佐
藤
政
権
を
揺
る
が
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
松
村
、
古
井
ら
に
と
っ
て
悪
化
の
様
相
を
み
せ
は
じ
め
る
日
中
関
係
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
六
五
年
二
月
＝
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

日
に
は
日
中
総
合
貿
易
連
絡
協
議
会
会
長
岡
崎
嘉
平
太
、
一
八
日
に
は
ニ
チ
ボ
i
社
長
原
平
吉
、
三
月
二
六
日
に
は
倉
敷
レ
ー
ヨ
ン
社
長
大
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

総
一
郎
ら
が
相
次
い
で
佐
藤
を
訪
ね
て
、
「
吉
田
書
簡
」
問
題
の
解
決
を
要
請
し
た
。
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
も
二
月
一
一
日
、
「
中
国
向
け

プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
対
し
、
従
来
通
り
輸
銀
融
資
の
許
可
を
賜
り
た
き
件
」
と
い
う
要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
衆
参
両
院
議
員
に
対
し
て
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⑯

問
題
解
決
の
た
め
の
努
力
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
ま
た
、
二
月
二
七
日
同
協
会
会
長
の
石
橋
湛
山
が
松
村
と
意
見
を
調
整
し
て
佐
藤
を
訪
ね
、

「
中
共
の
意
向
緩
和
に
努
力
し
た
い
、
自
分
の
応
援
し
て
る
佐
藤
内
閣
に
泥
を
つ
け
度
く
な
い
と
の
心
境
で
進
言
」
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
佐

藤
は
、
「
誠
に
結
論
だ
が
～
寸
迷
惑
で
も
あ
る
」
と
の
態
度
で
、
あ
ま
り
親
中
国
の
方
向
で
動
い
て
ほ
し
く
な
い
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
し

て
三
月
二
九
日
佐
藤
は
田
中
角
栄
ら
と
輸
銀
の
扱
い
方
に
つ
き
協
議
し
た
結
果
、
「
絶
対
に
つ
か
わ
ぬ
事
に
決
心
し
そ
の
旨
反
対
あ
る
も
強
行

　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
る
こ
と
」
と
し
た
。

　
一
九
六
六
年
に
入
り
、
五
月
、
松
村
は
吉
田
書
簡
問
題
で
冷
え
込
ん
だ
日
中
関
係
を
何
と
か
打
開
し
よ
う
と
、
四
回
目
の
訪
中
を
果
た
し
た
。

佐
藤
と
そ
の
側
近
も
、
松
村
に
対
す
る
中
国
側
の
信
頼
ぶ
り
を
理
解
し
て
お
り
、
日
中
関
係
の
打
開
は
松
村
を
お
い
て
ほ
か
な
い
こ
と
を
十
分

承
知
し
て
い
た
。
既
に
一
九
六
四
年
末
の
段
階
で
、
楠
田
實
が
主
宰
す
る
佐
藤
の
私
的
プ
レ
ー
ン
S
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
松
村
謙
三
氏
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
佐
藤
に
提
言
し
て
い
た
。
名
実
共
に
挙
党
～
致
体
制
を
と
る
た
め
、
佐
藤
が
松
村
を
訪
れ
、
日
中
関
係
改
善
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

多
年
の
労
を
慰
労
す
る
と
共
に
、
日
中
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
く
べ
き
と
進
言
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
藤
が
そ
の
提
言
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
六
六
年
一
月
、
当
時
通
産
相
で
あ
っ
た
三
木
武
夫
は
佐
藤
を
訪
ね
、
中
国
側
と
話
の
で
き
る
の
は
松
村
し
か
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
と
述
べ
、
ア
ジ
ア
の
平
和
の
為
、
又
国
際
世
界
の
平
和
の
為
に
松
村
に
訪
中
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
と
進
書
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ジ
ョ
ン
ソ

ン
米
大
統
領
の
特
使
ハ
リ
マ
ン
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
平
和
工
作
に
つ
い
て
説
明
の
た
め
に
来
日
し
て
お
り
、
七
日
の
佐
藤
・
ハ
リ
マ
ン
会
見
に

お
い
て
佐
藤
は
松
村
の
主
張
す
る
橋
渡
し
論
を
披
露
し
た
。
そ
れ
に
対
し
ハ
リ
マ
ン
は
興
味
を
見
せ
、
松
村
に
会
っ
て
も
よ
い
と
返
答
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
か
し
結
局
、
佐
藤
は
「
矢
張
誤
解
を
う
む
惧
れ
が
あ
る
の
で
ハ
リ
マ
ン
松
村
会
見
は
見
合
す
事
に
決
定
し
た
」
。
五
月
九
日
、
佐
藤
は
訪
中

前
の
松
村
ら
と
面
会
し
た
が
、
「
老
人
も
頑
固
一
徹
、
度
し
難
き
も
の
あ
り
」
と
の
印
象
を
も
っ
た
と
い
う
。
ま
た
松
村
訪
中
の
テ
レ
ビ
対
談

を
見
た
佐
藤
は
、
「
老
人
も
い
・
か
げ
ん
に
し
た
ら
と
思
ふ
。
当
方
の
プ
ラ
ス
か
」
と
、
む
し
ろ
松
村
ら
の
雷
動
に
不
満
を
抱
く
ほ
ど
で
あ
っ

⑳
た
。　

こ
う
し
た
佐
藤
内
閣
の
態
度
と
日
中
関
係
の
悪
化
を
憂
慮
し
て
い
た
古
井
も
行
動
を
見
せ
た
。
六
六
年
八
月
末
か
ら
、
古
井
は
日
中
両
国
の

106 （888）



古井喜実と一九六八年の日申LT貿易交渉（鹿）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

葺
石
理
解
を
深
め
る
た
め
に
自
民
党
議
員
七
百
を
率
い
て
訪
中
し
た
。
訪
中
前
の
五
月
＝
日
、
A
A
研
究
会
の
中
国
問
題
公
聴
会
で
古
井
は
、

①
日
本
の
中
国
政
策
は
「
あ
な
た
ま
か
せ
」
す
ぎ
る
、
②
保
守
党
政
治
家
が
中
国
と
入
事
交
流
を
し
て
接
触
を
積
極
的
に
行
な
う
べ
き
で
あ
る
、

③
佐
藤
内
閣
と
北
京
政
権
と
の
関
係
は
冷
却
し
切
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
日
本
が
米
中
間
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
論

じ
て
い
た
。
翌
六
七
年
～
二
月
二
二
日
、
古
井
は
同
じ
く
A
A
研
究
会
に
お
い
て
「
今
日
、
世
界
平
和
へ
の
最
大
の
危
険
は
、
米
中
関
係
に
あ

る
。
両
国
間
の
緊
張
を
緩
和
し
調
整
し
改
善
す
る
こ
と
は
…
…
ひ
と
り
日
本
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
実
に
世
界
に
対
す
る
日
本
の
責
務
で
あ
る
。

然
る
に
、
こ
と
さ
ら
中
国
の
脅
威
を
唱
え
、
そ
の
封
じ
込
め
政
策
に
荷
担
す
る
と
い
う
行
き
方
は
、
両
国
の
対
立
と
緊
張
を
激
成
す
る
の
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

あ
っ
て
、
そ
の
方
向
を
誤
っ
て
い
る
」
と
佐
藤
内
閣
の
中
国
政
策
を
強
い
調
子
で
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
を
背
景
に
佐
藤
内
閣
の
基
本
的
外
交
姿
勢
は
、
日
米
関
係
の
さ
ら
な
る
緊
密
化
と
日
韓
関
係
の
正
常
化
、
日
台
関
係

の
緊
密
化
に
集
約
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
た
め
に
は
中
国
貿
易
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
判
断
に
傾
い
て
い
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
松
村
、
古
井
ら
の
親
中
派
は
、
日
中
関
係
の
緊
密
化
と
日
本
が
米
中
の
橋
渡
し
に
な
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
佐
藤
内
閣
の
い
わ
ゆ
る

「
親
米
反
中
国
」
政
策
へ
の
批
判
を
強
め
た
。
佐
藤
の
対
中
政
策
が
消
極
的
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
佐
藤
晋
は
、
中
国
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
の
開
発
の
脅
威
を
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
に
よ
っ
て
取
り
除
く
た
め
に
佐
藤
が
対
米
同
盟
関
係
の
強
化
を
迫
求
し
た
こ
と
、
あ
る

い
は
台
湾
「
確
保
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
で
あ
っ
た
と
分
析
し
、
池
田
直
隆
は
、
国
内
要
因
は
沖
縄
返
還
問
題
で
あ
り
、
国
際
政
治
的
背
景
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
は
じ
め
、
朝
鮮
半
島
情
勢
、
中
国
の
文
化
大
革
命
で
あ
る
と
整
理
し
て
い
る
。
衛
藤
森
吉
は
、
①
（
先
述
し
た
）
佐
藤
・
周

会
談
が
幻
に
な
っ
た
こ
と
、
②
佐
藤
は
松
村
謙
三
及
び
そ
の
後
継
者
ら
に
日
中
の
橋
渡
し
を
依
頼
せ
ず
、
ま
た
松
村
ら
は
佐
藤
政
権
の
た
め
に

両
者
の
懸
け
橋
に
な
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
こ
と
、
③
沖
縄
返
還
を
内
閣
の
最
重
点
政
策
に
置
い
た
た
め
対
中
政
策
は
そ
の
犠
牲
と
な
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
こ
と
、
④
中
国
の
対
外
姿
勢
が
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
急
進
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
佐
藤
は
対
中
政
策
に
つ
い
て
何
ら
積
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
政
策
を
打
ち
出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　
池
田
は
自
ら
は
ア
メ
リ
カ
に
顔
を
向
け
な
が
ら
、
中
国
に
向
け
る
も
う
一
つ
の
顔
と
し
て
松
村
ら
に
重
任
を
託
し
た
た
め
日
中
関
係
改
善
は
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進
展
し
た
。
し
か
し
衛
藤
藩
省
が
述
べ
た
よ
う
に
、
佐
藤
は
松
村
ら
の
手
を
借
り
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
山
田
栄
三
は
、

佐
藤
は
い
つ
も
反
対
側
か
ら
悪
口
を
浴
び
せ
て
く
る
松
村
が
嫌
い
で
、
中
国
問
題
で
松
村
た
ち
が
期
待
し
た
よ
う
な
政
策
を
展
開
す
る
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
、
佐
藤
は
彼
ら
の
手
を
借
り
る
こ
と
を
し
た
く
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
根
本
的
な
要
因
は
、
や
は
り
中
国
問
題
に
対
す
る

認
識
と
考
え
方
の
相
違
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
佐
藤
は
確
か
に
首
相
就
任
前
は
中
国
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
、
就
任
直
後
も
日
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
係
改
善
の
考
え
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
を
具
体
的
な
政
策
に
移
そ
う
と
い
う
積
極
性
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
全
く

逆
で
あ
っ
た
。
一
九
七
一
年
七
月
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
発
表
の
後
、
官
民
双
方
の
色
々
な
手
蔓
を
使
っ
て
、
佐
藤
は
中
国
政
府
と
の
接
触
を
試
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
既
に
手
遅
れ
と
な
っ
て
い
た
。

　
佐
藤
と
松
村
、
古
井
と
の
対
中
姿
勢
の
相
違
は
、
自
民
党
内
で
の
中
国
・
ア
ジ
ア
政
策
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
対
立
を
写
し
出
す
も
の
で
あ
っ

た
。
佐
藤
内
閣
が
成
立
し
た
後
、
自
民
党
内
で
は
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
二
つ
の
政
策
集
団
が
成
立
し
た
。
一
つ
は
一
九
六
四
年
一
二
月
に
親
台

湾
派
に
よ
っ
て
成
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア
研
究
会
（
A
研
）
で
あ
り
、
中
心
メ
ン
バ
ー
は
灘
尾
弘
吉
、
賀
屋
興
宣
、
毛
利
松
平
ら
反
共
右
寄
り
勢
力

で
、
指
導
的
人
物
は
元
首
相
の
岸
信
介
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
会
は
一
九
五
七
年
に
発
足
し
た
「
日
華
協
力
委
員
会
」
を
吸
収
し
、
長
い
間
自

民
党
主
流
の
支
持
を
得
て
お
り
、
佐
藤
内
閣
の
対
中
政
策
・
ア
ジ
ア
政
策
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。
一
方
、
ア
ジ
ア
研
究
会
と
対
立
す
る

形
で
成
立
し
た
の
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
会
（
A
A
研
）
で
あ
っ
た
。
五
二
盛
期
の
一
九
五
九
年
、
全
面
断
絶
に
陥
っ
た
日
中
関
係
を
打

開
す
る
た
め
に
石
橋
湛
山
、
松
村
謙
三
が
訪
中
し
た
が
、
彼
ら
に
随
行
し
た
宇
都
宮
徳
馬
、
古
井
喜
実
ら
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
に
「
中
国
問

題
研
究
会
」
、
「
日
中
関
係
改
善
研
究
会
」
及
び
こ
の
二
つ
が
合
併
し
た
「
日
中
問
題
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
流
れ
の
延
長
で
一

九
六
五
年
一
月
二
八
日
、
A
A
研
は
発
足
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
尾
派
、
三
木
派
、
中
曽
根
派
、
藤
山
・
松
村
グ
ル
ー
プ
ら
各
派
所
属

の
自
民
党
の
非
主
流
議
員
に
よ
る
政
策
研
究
集
団
で
、
佐
藤
内
閣
の
外
交
政
策
に
対
し
て
反
対
あ
る
い
は
批
判
的
な
空
気
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
二
つ
の
研
究
会
を
合
わ
せ
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
自
民
党
議
員
総
数
の
約
半
数
を
占
め
て
い
た
。

　
①
田
川
誠
｝
『
日
中
交
流
と
自
民
党
領
袖
た
ち
睡
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
三
　
　
年
）
二
八
⊥
元
頁
。
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②
竹
内
静
子
「
南
漢
震
の
四
十
日
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
瞼
（
第
四
二
巻
　
竃
号
、
一

　
九
六
四
年
六
月
二
B
）
二
八
頁
。

③
田
川
前
掲
誉
『
日
中
交
流
と
自
民
党
領
袖
た
ち
』
二
九
～
三
〇
頁
。
楠
田
實

　
『
首
席
秘
書
官
佐
藤
総
理
と
の
一
〇
年
間
騒
（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
五
年
）
三

　
二
一
三
三
頁
。
楠
田
は
「
も
し
当
時
佐
藤
・
周
会
談
が
実
現
し
て
お
れ
ば
、
ニ
ク

　
ソ
ン
政
権
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
と
は
ま
た
違
う
意
味
で
、
日
本
の
外
交
路
線

　
に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ

　
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
岡
目
、
ご
一
四
頁
）
。

④
　
欄
朝
日
薪
聞
撫
｝
九
六
四
年
＝
月
一
〇
日
。

⑤
『
入
民
日
報
㎏
一
九
六
四
年
＝
月
二
五
日
。

⑥
一
九
六
四
年
春
、
池
田
内
閣
は
周
鴻
慶
事
件
で
悪
化
し
た
台
湾
と
の
関
係
修
復

　
の
た
め
に
、
吉
田
茂
元
首
相
に
台
湾
を
訪
問
さ
せ
た
σ
帰
国
後
、
吉
田
は
張
群
秘

　
害
長
あ
て
に
書
簡
を
送
り
、
①
申
国
向
け
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
金
融
は
、
純
粋
の
民

　
間
ベ
ー
ス
と
す
る
よ
う
研
究
す
る
、
②
六
四
年
度
中
は
輸
銀
資
金
に
よ
る
ニ
チ

　
ボ
ー
の
中
国
向
け
ビ
ニ
ロ
ン
ブ
ラ
ン
ト
輸
出
は
認
め
な
い
、
の
二
点
を
約
束
し
た
。

　
佐
藤
内
闇
は
一
九
六
五
年
二
月
吉
田
書
簡
の
内
容
を
政
府
の
方
針
と
し
て
閣
議
決

　
定
し
、
日
中
貿
易
拡
大
を
阻
害
す
る
大
き
な
原
因
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
中
国

　
交
回
復
に
伴
い
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
が
打
切
ら
れ
た
た
め
、
吉
田
書
簡
は
自
動

　
的
に
失
効
し
た
。

⑦
噸
人
民
日
報
㎞
一
九
六
五
年
二
月
＝
百
。

⑧
魍
日
本
経
済
新
聞
輪
一
九
六
五
年
三
月
二
五
日
。

⑨
凹
日
本
経
済
新
聞
瞼
一
九
六
七
年
九
月
五
日
。
「
日
本
首
相
佐
藤
栄
作
の
台
湾

　
”
訪
問
”
に
た
い
す
る
屡
承
志
事
務
所
東
京
駐
在
連
絡
事
務
所
の
抗
議
声
明
」

　
（
一
九
六
八
年
九
月
八
日
付
）
糊
古
井
喜
実
文
無
』
。

⑩
『
人
民
日
報
』
｝
九
六
七
年
九
月
八
日
、
｝
○
日
。

⑪
外
務
省
中
国
課
監
修
呪
日
中
関
係
基
本
資
料
集
㎞
（
霞
山
会
、
一
九
七
〇
年
）

　
二
九
九
頁
。

⑫
四
人
民
日
報
歴
一
九
六
七
年
＝
旦
二
日
。

⑬
松
村
謹
二
、
古
井
喜
実
、
川
峰
秀
二
、
竹
山
祐
太
郎
、
旧
卒
茂
太
郎
、
左
伯
宗

　
義
の
六
人
。

⑭
　
一
九
六
四
年
二
月
高
碕
達
之
助
が
癌
で
逝
去
し
、
岡
崎
嘉
平
太
は
L
T
貿
易
日

　
本
側
代
表
と
な
っ
た
。

⑮
伊
藤
隆
監
修
『
佐
藤
栄
作
日
記
第
二
巻
紙
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）

　
二
三
八
、
二
醐
～
、
二
五
五
頁
。

⑯
明
日
中
貿
易
議
連
週
報
睡
一
九
六
五
年
二
月
二
三
日
。

⑰
前
掲
凹
佐
藤
栄
作
日
記
第
二
巻
』
二
四
五
、
二
五
四
、
二
五
六
頁
。

⑱
楠
瞬
實
前
掲
書
『
楠
圏
實
日
記
一
佐
藤
栄
作
総
理
首
席
秘
書
宮
の
二
〇
〇
〇

　
日
輪
九
三
〇
頁
。

⑲
　
帥
出
撃
遡
佐
藤
陣
栄
作
日
記
　
籠
〃
二
巻
』
｝
二
山
ハ
四
～
一
二
⊥
ハ
日
曜
貝
σ

⑳
同
書
、
三
六
五
頁
。

⑳
同
轡
、
四
二
【
、
四
三
五
頁
。

⑫
　
小
坂
善
太
郎
（
前
尾
派
、
元
外
相
）
、
福
田
｝
（
旧
大
野
派
、
元
通
産
相
）
、
江

　
崎
真
澄
（
藤
山
派
、
元
防
衛
庁
長
富
）
、
倉
成
正
、
坂
村
吉
正
（
旧
河
野
派
中
曽

　
根
系
）
、
鯨
岡
兵
輔
、
川
野
三
豊
（
王
宮
派
）
。

⑳
　
　
饗
田
口
冗
新
聞
匝
　
～
九
⊥
ハ
⊥
周
年
五
月
一
…
四
日
。

⑳
　
門
A
A
研
究
会
に
お
け
る
発
言
要
旨
」
（
一
九
六
七
年
一
二
月
等
厚
日
）
噸
古
井

　
喜
実
文
書
』
。

⑮
佐
藤
巻
前
掲
論
文
「
佐
藤
政
権
期
の
ア
ジ
ア
政
策
」
波
多
野
澄
雄
編
著
欄
池

　
田
・
佐
藤
政
権
期
の
匪
本
外
交
睡
＝
三
～
一
六
五
頁
。
池
田
直
隆
前
掲
書
、
二

　
七
～
二
九
頁
。

⑯
　
衛
藤
藩
吉
『
佐
藤
栄
作
嚇
（
時
事
通
信
社
、
一
九
八
七
年
）
二
三
一
～
一
笹
＝
二

　
頁
。

⑳
　
山
田
栄
三
前
掲
轡
、
一
〇
〇
頁
。

鰺
　
一
九
六
五
年
四
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
十
周
年
記
念
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式
典
に
、
佐
藤
は
副
総
裁
川
島
正
治
郎
を
送
り
込
み
、
周
恩
来
と
会
談
さ
せ
た
が
、

川
島
が
暴
力
革
命
を
綱
領
と
す
る
日
本
共
産
党
に
援
助
を
与
え
る
よ
う
な
内
政
干

渉
を
や
め
る
よ
う
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
周
恩
来
は
、
日
本
に
よ
る
台
湾
の
承
認
は

中
国
へ
の
内
政
干
渉
に
当
た
る
と
応
酬
す
る
な
ど
、
全
く
両
国
の
関
係
改
善
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
（
佐
藤
晋
前
掲
論
文
「
佐
藤
政
権
期
の
ア
ジ
ア
政
策
」
～
四
二

買
）
。
ま
た
、
山
田
栄
三
に
よ
れ
ば
、
日
韓
国
交
正
常
化
の
後
、
佐
藤
が
次
の
大

き
な
外
交
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
日
中
正
常
化
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

構
想
は
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
に
よ
る
米
中
、
米
ソ
の
額
解
を
す
す
め
る
こ
と
で
あ
り
、

も
う
一
つ
の
構
想
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
大
統
領
な
ど
の
非
同
盟
諸
国
の
リ
ー

ダ
ー
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
和
平
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
北
爆
の

再
開
で
、
佐
藤
の
日
中
正
常
化
へ
の
大
構
想
も
～
旦
挫
折
の
や
む
な
き
に
至
っ
た

と
い
う
（
山
田
栄
三
前
掲
書
、
五
五
～
五
六
頁
）
。
楠
田
實
は
、
保
利
茂
氏
の
訪

台
・
訪
中
の
可
能
性
を
探
る
な
ど
、
佐
藤
政
権
も
日
中
関
係
の
改
善
を
模
索
し
て

　
い
た
が
、
六
六
年
か
ら
中
国
で
は
文
化
大
革
命
も
始
ま
り
、
改
善
の
き
っ
か
け
は

　
な
か
な
か
掴
め
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
楠
賑
實
前
掲
書
『
楠
田
實
日
記
”
佐

　
藤
栄
作
総
理
首
席
平
目
官
の
二
〇
〇
〇
日
輪
八
九
四
頁
）
。

⑳
　
～
九
七
二
年
一
月
の
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
に
お
け
る
日
米
首
脳
会
談
で
佐
藤
は
、

　
ニ
ク
ソ
ン
に
対
し
て
、
日
本
が
中
国
と
の
接
触
を
持
ち
た
い
意
図
を
、
ニ
ク
ソ
ン

　
訪
中
の
際
に
中
国
に
伝
達
し
て
も
ら
い
た
い
と
頼
ん
だ
が
、
そ
の
際
「
日
本
に
中

　
国
と
な
じ
み
の
深
い
故
松
村
謙
三
と
い
う
政
治
家
が
い
た
が
、
彼
は
日
本
が
米
中

　
の
橋
渡
し
を
や
る
と
い
う
の
が
持
論
で
あ
っ
た
が
、
今
や
皮
肉
な
こ
と
に
米
国
に

　
日
中
聞
の
橋
渡
し
を
願
う
ほ
か
は
な
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
（
楠
田
實
前
掲
書

　
㎎
楠
田
實
日
記
一
佐
藤
栄
作
総
理
首
席
陸
染
官
の
二
〇
〇
〇
日
』
八
二
四
頁
）
。

⑳
男
爵
鼠
田
旨
耳
p
津
昼
§
津
§
、
§
恥
ξ
§
§
鳶
黛
§
N
・
b
§
ミ
§

　
織
ミ
～
凄
N
量
－
さ
ミ
、
麟
b
づ
①
時
配
Φ
《
睾
匹
ピ
。
切
》
⇒
α
Q
阻
Φ
ω
“
α
ぼ
く
曽
ω
一
q
o
｛
O
μ
葭
o
H
・

　
口
冨
甲
Φ
ω
ω
㍉
竃
ρ
℃
唱
■
謡
O
幽
①
O
を
参
照
。
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第
二
章
　
期
限
切
れ
の
迫
る
L
T
貿
易

1

時
間
ぎ
り
ぎ
り
の
訪
中
要
請

　
　
「
吉
田
書
簡
」
以
来
、
L
T
貿
易
交
渉
は
年
々
難
し
く
な
る
一
方
で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
五
月
の
松
村
は
訪
中
の
際
、
周
恩
来
と
L
T
貿

易
延
長
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
上
で
彦
承
志
と
の
間
で
、
①
一
九
六
三
年
か
ら
六
七
年
に
至
る
彦
承
志
氏
と
高
碕
達
之
助
氏
と
の
間
に
結
ば
れ
た

覚
書
貿
易
を
引
き
続
き
行
う
、
②
明
年
高
碕
事
務
所
の
代
表
岡
崎
嘉
平
太
が
北
京
に
来
て
、
覚
書
貿
易
の
具
体
的
取
り
極
め
を
行
う
、
③
予
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
き
な
い
こ
と
が
生
じ
た
場
合
に
は
随
時
接
触
を
行
う
、
な
ど
の
合
意
に
達
し
た
。
し
か
し
佐
藤
内
閣
の
対
中
姿
勢
は
ま
す
ま
す
強
硬
に
な
り
、

一
方
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
中
国
の
対
外
路
線
も
硬
化
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
九
六
七
年
末
に
期
限
切
れ
と
な
る
し
T
貿
易
協
定
の
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延
長
が
順
調
に
実
現
す
る
か
ど
う
か
懸
念
が
も
た
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
L
T
貿
易
の
前
途
に
つ
い
て
、
二
月
三
日
、
日
本

経
済
新
聞
の
北
京
駐
在
記
者
鮫
島
敬
治
は
次
の
よ
う
に
観
測
し
た
。

　
　
①
日
本
政
府
に
対
す
る
北
京
の
判
断
が
「
佐
藤
政
府
は
歴
代
内
閣
の
う
ち
で
最
も
悪
質
で
最
も
反
動
的
」
と
か
、
「
日
本
に
軍
国
主
義
が
復
活
し
た
」
の

　
　
ほ
か
、
「
日
本
反
動
派
は
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
介
入
し
て
い
る
」
な
ど
の
公
式
見
解
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
中
国
側
と
し
て
は

　
　
L
T
貿
易
が
存
続
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
に
タ
ッ
チ
す
る
高
碕
事
務
所
と
各
産
業
界
に
か
か
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
。

　
　
②
中
国
側
は
、
王
暁
雲
談
話
で
異
例
の
”
警
告
”
が
出
た
の
ち
も
佐
藤
首
相
の
台
湾
訪
問
に
対
し
日
中
総
合
貿
易
連
絡
協
議
会
が
一
片
の
抗
議
声
明
さ
え

　
　
発
表
せ
ず
、
”
没
政
治
性
を
確
立
”
し
た
と
の
判
断
を
深
め
、
高
碕
事
務
所
の
構
成
と
姿
勢
ま
で
問
題
視
す
る
に
至
り
、
日
本
側
関
係
者
の
日
中
友
好
と

　
　
L
T
貿
易
を
守
り
育
て
よ
う
と
す
る
意
思
と
能
力
へ
の
”
疑
惑
”
が
出
て
い
る
。

　
　
③
申
国
側
は
、
日
本
政
府
が
“
反
動
化
”
を
強
め
る
中
で
、
”
経
済
合
理
性
を
貫
く
民
間
団
体
”
と
し
て
の
機
能
が
阻
害
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
線
の
”
実
質
的
追
認
機
関
”
に
な
り
さ
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
L
T
貿
易
存
続
の
意
義
は
な
い
と
ま
で
み
て
い
る
。

　
ま
た
古
井
自
身
も
「
日
中
関
係
は
悪
化
に
悪
化
を
重
ね
、
僅
か
に
両
国
を
つ
な
ぐ
」
T
貿
易
協
定
も
、
今
や
断
絶
か
否
か
の
危
機
に
直
面
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
る
。
ひ
と
た
び
最
悪
の
事
態
に
陥
れ
ば
、
少
な
く
と
も
数
年
間
の
空
自
を
生
ず
る
」
と
危
惧
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
み
た
松
村
や
岡

崎
ら
は
早
く
か
ら
中
国
に
対
し
て
、
L
T
協
定
延
長
に
関
す
る
話
合
い
を
し
た
い
と
、
非
公
式
な
が
ら
申
し
入
れ
て
い
た
が
、
～
向
に
音
沙
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
北
京
へ
戻
っ
て
い
た
東
京
事
務
所
首
席
代
表
の
孫
平
化
を
通
じ
て
交
渉
を
督
促
し
た
が
、
よ
う
や
く
一
～
月
七

日
に
な
っ
て
孫
か
ら
松
村
宛
て
に
次
の
よ
う
な
電
報
が
舞
い
込
ん
だ
。
「
貴
国
政
府
の
度
重
な
る
反
中
国
政
策
は
、
覚
書
貿
易
の
進
行
に
多
く

の
障
害
を
設
け
、
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
貴
我
双
方
が
す
で
に
打
ち
立
て
た
合
作
関
係
が
極
め
て
尊
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
思
い
、
同
時
に
貴
方
の
覚
書
貿
易
に
関
す
る
交
渉
を
進
め
た
い
と
い
う
再
三
の
要
求
を
考
慮
し
、
我
方
は
岡
崎
嘉
平
太
、
古
井
喜
実

両
先
生
が
高
碕
事
務
所
の
少
数
の
メ
ン
バ
ー
を
率
い
て
本
月
一
〇
日
前
中
国
に
来
ら
れ
て
覚
書
貿
易
に
つ
い
て
の
交
渉
を
行
う
こ
と
に
同
意
し

　
⑤

ま
す
」
。
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「

　
こ
の
電
報
は
、
不
安
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
業
界
に
曙
光
を
与
え
、
貰
聞
も
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
北
京
事

務
所
の
人
が
か
な
り
困
惑
し
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
同
事
務
所
の
内
田
禎
夫
が
L
T
貿
易
関
係
者
の
宗
像
善
俊
に
宛
て
た
手
紙
か
ら
、
そ
の

困
惑
ぶ
り
が
窺
え
る
。

　
　
　
「
先
頃
の
」
丁
交
渉
開
始
に
関
す
る
電
報
の
問
題
は
北
京
の
私
達
は
あ
の
六
日
付
の
電
報
写
し
を
受
取
っ
た
当
初
か
ら
、
交
渉
開
始
に
中
国
が
同
意
し
た

　
　
こ
と
に
対
す
る
安
心
感
よ
り
も
む
し
ろ
裏
に
潜
む
厳
し
さ
を
感
じ
と
っ
て
お
り
ま
し
た
。
孫
平
化
よ
り
松
村
為
あ
て
と
い
う
形
の
異
例
さ
、
＝
○
日
以

　
　
前
に
」
及
び
「
高
碕
事
務
所
の
少
数
人
員
」
と
い
う
限
定
的
字
句
そ
し
て
神
経
質
に
考
え
れ
ば
、
日
本
側
の
希
望
が
L
T
貿
易
の
”
談
判
”
（
1
1
交
渉
）

　
　
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
中
国
側
の
意
志
が
L
T
貿
易
進
行
に
関
す
る
“
商
談
”
（
1
1
協
議
）
と
い
う
語
句
の
使
い
分
け
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
何
を
意

　
　
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
所
内
で
も
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
み
ま
し
た
が
、
相
馬
主
席
以
下
大
方
の
意
見
は
門
意
味
不
明
で
あ
る
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪

　
　
い
兆
候
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
果
た
し
て
我
々
の
照
会
に
対
す
る
L
O
〔
屡
承
志
事
務
所
一
引
用
者
注
〕
の
返
事
は
極
め
て
形
式
的
な
木
で
鼻
を
く

　
　
く
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
L
O
の
側
は
一
〇
日
な
い
し
＝
日
と
い
う
日
付
に
異
常
な
執
着
を
見
せ
、
「
岡
崎
先
生
な
ら
理
解
で
き
る
筈
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
「
貴
代
表
団
は
遅
く
と
も
＝
臼
に
は
来
慨
す
べ
き
も
の
と
思
う
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
ま
で
使
っ
た
わ
け
で
す
」
。

　
一
〇
臼
と
い
う
日
付
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
謎
で
あ
る
が
、
期
限
を
切
っ
て
呼
び
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
本
来
の
L
T
関
係
か
ら
言
っ

て
有
り
結
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
敢
え
て
し
ょ
う
と
し
た
中
国
側
の
や
り
方
に
は
極
め
て
厳
し
い
背
景
が
あ
る
と
、
北
京
事
務
所

は
推
測
し
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
も
と
で
は
、
今
回
の
交
渉
は
従
来
の
貿
易
交
渉
と
は
か
な
り
変
わ
っ
た
空
気
の
中
で
、
具
体
的
な
品
目

交
渉
よ
り
も
む
し
ろ
根
本
問
題
の
話
し
合
い
と
い
う
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。

　
北
京
事
務
所
の
こ
う
し
た
懸
念
は
決
し
て
杞
憂
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
側
に
潜
ん
で
い
る
「
極
め
て
厳
し
い
背
景
」
と
い
う
の
は
、
史
上
前

例
の
な
か
っ
た
文
化
大
革
命
で
あ
っ
た
。
中
国
国
内
で
は
、
一
九
六
六
年
六
月
、
毛
沢
東
主
席
に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
が
本
格
化

し
て
い
た
。
文
化
大
革
命
は
中
国
の
外
交
活
動
に
大
き
な
障
害
を
も
た
ら
し
た
。
当
時
外
交
部
副
部
長
だ
っ
た
羅
貴
波
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
七

年
一
月
に
外
交
部
に
「
革
命
造
反
連
絡
所
」
が
設
立
さ
れ
、
部
内
で
「
奪
権
」
が
行
な
わ
れ
た
。
外
交
部
造
反
派
は
周
恩
来
の
度
重
な
る
批
判
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古井喜実と一九六八年の日中LT貿易交渉（鹿）

や
警
告
を
無
視
し
て
、
す
べ
て
の
副
部
長
の
執
務
室
を
封
鎖
し
、
彼
ら
を
昼
間
は
地
下
室
に
閉
じ
込
め
て
「
自
己
批
判
」
さ
せ
、
夜
に
な
る
と

地
下
室
か
ら
引
き
出
し
て
造
反
派
に
「
報
告
」
さ
せ
た
。
す
べ
て
の
外
交
業
務
が
混
乱
に
陥
り
、
外
交
部
の
権
力
は
一
時
期
完
全
に
造
反
派
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

握
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
対
日
関
係
者
も
次
か
ら
次
へ
と
失
脚
し
た
。
彦
承
志
は
「
ス
パ
イ
、
裏
切
者
」
と
批
判
さ
れ
、

家
宅
に
ま
で
乱
入
さ
れ
た
。
周
恩
来
は
彦
承
志
を
迫
害
か
ら
逃
が
す
た
め
に
、
「
点
検
報
告
を
書
く
」
こ
と
を
名
目
に
、
中
南
海
に
保
護
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
周
恩
来
の
立
場
も
難
し
く
な
る
に
つ
れ
、
一
九
六
八
年
夏
彼
は
中
南
海
か
ら
別
の
場
所
に
移
さ
れ
、
監
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な

⑧る
。
彦
承
志
夫
人
の
経
訳
筆
は
、
夫
と
離
れ
離
れ
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
自
分
自
身
も
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、

「
彼
ら
は
「
彦
通
志
は
日
本
の
ス
パ
イ
だ
」
な
ど
と
、
あ
り
も
し
な
い
作
り
話
ば
か
り
言
っ
て
い
ま
し
た
。
屡
承
志
が
日
本
の
ス
パ
イ
で
、
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
日
本
人
だ
と
い
う
の
で
す
。
私
は
日
本
語
ま
っ
た
く
話
せ
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
日
本
人
だ
な
ん
て
い
え
る
の
で
し
ょ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
対
日
外
交
も
う
ま
く
機
能
で
き
な
か
っ
た
。
辛
う
じ
て
残
さ
れ
た
孫
平
化
ら
対
日
関
係
者
も
以
前
の
よ
う
に
和

や
か
に
日
本
側
と
交
渉
し
、
友
好
的
に
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
ど
も
は
や
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
一
一
月
に
な
っ
て
の

ぎ
り
ぎ
り
の
訪
中
要
請
に
は
こ
う
し
た
厳
し
い
背
景
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
招
請
を
受
け
た
松
村
ら
は
検
討
の
結
果
、
一
〇
日
訪
中
は
時
間
的
に
不
可
能
な
の
で
、
二
〇
日
を
目
途
に
し
て
、
メ
ン
バ
ー
も
古
井
、
岡
崎
、

田
川
の
三
代
表
と
随
員
二
人
を
派
遣
し
た
い
旨
、
一
一
月
八
日
北
京
に
返
電
し
た
。
し
か
し
一
〇
日
午
後
、
北
京
駐
在
高
碕
事
務
所
相
馬
敏
常

代
表
は
、
「
日
本
側
の
代
表
団
が
、
す
で
に
十
日
ま
で
に
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
以
上
、
中
国
に
く
る
具
体
的
な
日
時
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
交
渉
し
て
決
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
即
座
に
岡
崎
、
古
井
両
先
生
に
伝
え
て
下
さ
い
」
と
い
う
孫
平
化
か
ら
の
伝
言
を
通

　
　
⑩

告
し
た
。
そ
の
後
、
北
京
か
ら
の
新
聞
情
報
や
東
京
の
彦
事
務
所
筋
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も
一
四
、
五
日
ご
ろ
ま
で
に
訪
中
し
な
け
れ
ば
、
招

請
は
し
ば
ら
く
延
期
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
側
は
東
京
事
務
所
の
呉
乱
費
ら
に
接
触
し
て
み
た
が
、
「
今
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

高
度
な
政
治
問
題
を
話
し
合
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
早
く
出
発
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
繰
り
返
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
訪

米
し
て
い
た
佐
藤
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
の
間
で
日
米
共
同
声
明
が
発
表
に
な
り
、
日
本
側
の
関
係
者
の
憂
慮
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
六
七
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年
末
に
期
限
切
れ
と
な
る
し
T
貿
易
協
定
は
年
内
に
延
長
交
渉
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
つ
い
に
六
八
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

2
　
訪
中
決
ま
る

　
屡
承
志
事
務
所
当
局
者
は
一
九
六
八
年
一
月
＝
ハ
日
夜
、
日
本
経
済
新
聞
記
者
の
質
問
に
対
し
、
非
公
式
な
が
ら
、
L
T
貿
易
を
現
在
の
状

態
に
陥
ら
せ
た
の
は
日
本
政
府
で
あ
り
、
こ
れ
を
打
開
す
る
の
は
日
本
側
の
責
任
で
あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
中
国
側
が
目
下
注
目
し
て
い
る

の
は
「
佐
藤
政
府
に
よ
る
中
国
敵
視
政
策
の
行
方
と
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
関
係
者
が
」
T
貿
易
を
や
り
ぬ
く
構
え
を
つ
く
る
か
否
か
」
の

二
点
で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
同
事
務
所
当
局
者
は
き
わ
め
て
慎
重
な
ロ
ぶ
り
な
が
ら
も
、
L
T
関
係
の
打
開
と
存
続
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
「
松
村
謙
三
氏
の
立
場
が
守
ら
れ
支
持
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。
中
国
側
は
貿
易
だ
け
で
な
く
し
T
ル
ー
ト
そ
の
も
の
を
存
続
さ
せ
る

か
否
か
の
最
終
結
論
を
ま
だ
出
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
前
に
、
L
T
貿
易
関
係
者
が
佐
藤
政
権
の
対
中
政
策
に
対
し
て
明
確
に
反
対
行
動

を
と
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
一
月
一
八
日
、
周
恩
来
総
理
は
中
国
を
訪
問
中
の
石
野
久
男
、
枝
村
要
作
両
社
会
党
代
議
士
な
ど
と
会
見
し
、
年
初
来
空
白
化
し
て
い
る
L

T
貿
易
に
つ
い
て
「
完
全
に
中
断
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
側
か
ら
小
人
数
で
話
し
合
い
に
来
る
な
ら
接
触
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
こ
の
旨
を
松
村
謙
三
氏
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
石
野
に
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
周
恩
来
発
言
は
日
中
関
係
に
対
す
る
中
国
側

の
極
め
て
厳
し
い
、
そ
し
て
新
た
な
姿
勢
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
日
本
経
済
新
聞
』
は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
た
。

　
　
　
「
…
…
ま
ず
第
一
に
日
本
側
へ
の
「
伝
達
方
式
の
変
更
」
に
あ
る
。
中
国
側
は
L
T
関
係
と
そ
れ
に
基
づ
く
L
T
貿
易
が
始
ま
っ
て
以
来
、
常
に
一
貫
し

　
　
　
て
高
碕
事
務
所
を
政
治
的
に
代
表
す
る
松
村
謙
三
氏
や
古
井
喜
実
氏
に
直
接
あ
る
い
は
高
碕
事
務
所
を
通
じ
て
意
思
を
伝
え
て
き
た
。
そ
れ
が
今
回
は
日

　
　
本
元
が
待
ち
望
む
回
答
を
L
T
の
ル
ー
ト
に
よ
ら
ず
、
本
来
な
ら
“
縁
の
な
い
立
場
”
の
社
会
党
代
議
士
に
帰
国
後
の
伝
言
を
依
頼
し
た
。
第
二
に
は

　
　
　
「
交
渉
す
る
」
の
で
は
な
く
、
門
接
触
す
る
」
と
い
う
表
現
に
あ
る
。
…
…
つ
ま
り
「
接
触
」
と
は
日
本
側
に
L
T
貿
易
を
「
政
治
経
済
両
藤
の
積
み
上

　
　
げ
に
よ
っ
て
国
交
正
常
化
に
進
め
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
推
進
す
る
」
意
思
と
能
力
が
あ
る
か
否
か
、
産
業
界
の
世
論
の
盛
り
上
げ
を
背
景
と
す
る
政
治
的
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環
境
が
あ
る
か
否
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
の
も
の
か
を
つ
か
む
た
め
の
”
作
業
”
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
政
治
原
則
を
め
ぐ
る
接
触
を
通
じ
て
確

認
さ
れ
れ
ば
改
め
て
貿
易
の
内
容
に
関
す
る
「
話
し
合
い
」
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
の
表
明
と
み
ら
れ
よ
う
。
第
三
に
は
受
け
入
れ
る
人
員
を
「
少
人

数
」
に
し
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
点
か
ら
み
て
「
」
T
貿
易
が
完
全
に
中
断
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
く
だ
り
は
”
貿
易
存
続
の
可
能
性
”
以
上

に
は
言
及
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
可
能
性
が
現
実
の
も
の
に
な
り
う
る
か
否
か
は
、
国
内
各
産
業
界
の
動
き
と
こ
れ
を
背
景
と
す
る
“
政
治
接

触
”
の
結
果
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
も
か
く
“
政
治
接
触
”
は
中
国
側
の
対
日
政
策
が
集
中
的
に
反
映
さ
れ
る
場
と
し
て
、
結
果
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
政
治
、
経
済
両
面
に
わ
た
っ
て
妾
面
の
日
中
関
係
が
方
向
づ
け
ら
れ
る
と
み
ら
れ
る
。
」

　
つ
ま
り
、
L
T
貿
易
の
単
純
な
延
長
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
側
の
礼
を
失
す
る
よ
う
な
態
度
に
対
し
て
、
松
村
、

古
井
ら
は
不
愉
快
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
大
局
を
顧
み
松
村
は
孫
平
化
に
電
話
で
、
L
T
関
係
の
話
し
合
い
の
た
め
古
井
喜
実
、
田

川
誠
一
両
代
議
士
と
岡
崎
嘉
平
太
を
で
き
る
だ
け
早
く
訪
中
さ
せ
た
い
と
申
し
入
れ
、
一
月
二
三
日
、
松
村
は
、
古
井
ら
三
名
を
代
表
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

随
員
で
あ
る
大
久
保
任
晴
、
金
光
貞
治
を
あ
わ
せ
五
人
が
二
月
㏄
日
北
京
を
訪
問
す
る
旨
の
手
紙
を
周
恩
来
総
理
宛
に
送
っ
た
。
今
度
は
直
ち

に
中
国
側
か
ら
招
請
の
返
電
が
来
た
。

　
ま
た
、
L
T
貿
易
代
表
団
が
直
面
し
て
い
た
の
は
楽
観
で
き
な
い
貿
易
交
渉
だ
け
で
な
く
、
北
京
駐
在
記
者
の
資
格
回
復
問
題
、
逮
捕
さ
れ

た
第
一
通
商
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
北
京
駐
在
日
本
商
社
員
の
釈
放
問
題
な
ど
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
日
本
側
で
も
交
渉
へ
の
反
対
や
慎
重

論
も
強
か
っ
た
。
「
わ
が
道
を
行
く
」
松
村
、
古
井
ら
に
対
す
る
党
主
流
派
の
風
当
た
り
も
強
く
、
「
も
っ
と
毅
然
と
し
た
態
度
で
中
国
側
と
接

触
す
べ
き
だ
」
と
の
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
松
村
ら
は
冷
却
し
き
っ
た
日
中
関
係
を
何
と
か
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
た
。
古
井
は
出
発
に
先
立
ち
、
「
日
中
両
国
の
架
け
橋
に
な
る
な
ら
、
喜
ん
で
自
民
党
の
”
異
端
者
”
に
な
る
」
、
「
日
中
関
係
は
冷
却
、
悪

化
し
、
」
丁
貿
易
の
継
続
も
困
難
な
状
態
に
あ
る
。
L
T
は
両
国
を
つ
な
ぐ
大
事
な
パ
イ
プ
だ
か
ら
何
と
か
繋
い
で
い
き
た
い
」
と
強
い
覚
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
持
っ
て
北
京
に
向
つ
た
。

　
①
「
松
村
謙
三
・
膠
承
志
合
意
事
項
」
（
　
九
六
六
年
五
月
｝
九
日
）
百
中
覚
書
　

貿
易
（
資
料
）
㎞
二
三
頁
。
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②
『
日
本
経
済
新
聞
瞼
一
九
六
七
年
＝
月
三
日
。

③
前
掲
「
A
A
研
究
会
に
お
け
る
発
言
要
旨
」
（
一
九
六
七
年
ご
一
月
ニ
ニ
目
）

　
『
古
井
喜
実
文
書
㎞
。

④
一
九
六
六
年
文
化
大
革
命
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
東
京
事
務
所
に
駐
在
し
て
い
た

　
首
席
代
表
孫
平
化
を
は
じ
め
、
代
表
、
随
員
及
び
記
者
た
ち
が
文
革
に
参
加
す
る

　
た
め
椙
次
い
で
帰
国
し
、
東
京
に
は
後
に
派
遣
さ
れ
た
東
京
事
務
所
員
の
王
作
田

　
と
『
文
匪
報
駈
の
記
者
で
あ
る
皇
道
鼎
の
二
人
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

　
後
、
一
九
六
九
年
五
月
、
中
国
側
は
二
名
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
判
断

　
し
た
の
か
、
趙
自
瑞
を
東
京
事
務
所
の
責
任
者
と
し
て
、
王
泰
平
を
『
北
京
日

　
報
㎞
記
者
と
し
て
日
本
に
派
遣
し
た
（
王
泰
平
著
・
山
本
展
男
監
訳
・
仁
子
真
裕

　
美
訳
『
あ
の
こ
ろ
の
日
本
と
中
国
－
外
交
官
特
派
員
の
回
想
一
口
日
本
僑
報

　
社
、
二
〇
〇
四
年
、
九
頁
）
。

⑤
「
孫
平
化
よ
り
松
村
謙
三
宛
電
報
」
（
一
九
六
七
年
＝
月
七
日
目
）
『
古
井
喜

　
実
文
轡
触

⑥
「
北
京
駐
在
高
碕
事
務
所
内
田
禎
夫
よ
り
宗
像
善
俊
宛
の
手
紙
」
（
一
九
六
七

　
年
＝
月
～
七
日
付
）
『
古
井
喜
実
文
書
睡
。

⑦
金
沖
及
主
編
、
劉
俊
南
、
諏
左
強
訳
噸
周
恩
来
伝
一
九
四
九
一
一
九
七
六

　
（
下
）
』
（
岩
波
轡
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
三
三
～
二
三
四
頁
。

⑧
鉄
竹
偉
『
屡
承
志
伝
睡
（
人
民
出
版
社
、
～
九
九
八
年
）
三
九
六
、
四
〇
三
頁
、

　
四
一
七
頁
。

⑨
N
H
K
取
材
班
凹
周
恩
来
の
決
断
一
日
中
国
交
正
常
化
は
こ
う
し
て
実
現
し

　
た
睡
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
　
一
九
九
一
二
年
）
三
一
頁
。

⑩
「
屡
承
志
事
務
所
要
員
よ
り
北
京
駐
在
高
碕
事
務
所
へ
の
通
告
」
（
～
九
六
七

　
年
｝
一
月
…
○
日
付
）
B
中
貿
易
促
進
議
員
連
盟
『
日
申
議
連
資
料
月
報
』
（
～

　
九
六
七
年
＝
一
月
）
第
三
号
、
三
頁
。

⑪
闘
川
前
聖
書
『
日
中
交
渉
秘
録
田
川
日
記
～
～
四
年
の
証
　
　
昌
七
二
頁
。

⑫
『
日
本
経
済
新
聞
睡
～
九
六
八
年
一
月
一
八
日
。

⑬
『
日
本
経
済
新
聞
幅
一
九
六
八
年
一
月
一
九
日
（
夕
刊
）
。

⑭
『
日
本
経
済
新
聞
輪
　
九
六
八
年
一
月
～
九
日
、
「
松
村
謙
三
よ
り
周
恩
来
総

　
理
宛
手
紙
扁
（
～
九
六
八
年
一
月
二
三
日
付
）
『
古
井
喜
実
文
香
睡
。

⑮
叫
朝
日
新
聞
』
一
九
六
八
年
二
月
～
日
。
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第
三
章
　
M
T
貿
易
協
定
交
渉

1

政
治
三
原
則
・
政
経
不
可
分
原
則
を
め
ぐ
る
攻
防

　
二
月
一
日
、
訪
中
し
た
古
井
ら
を
待
っ
て
い
た
の
は
予
測
し
た
通
り
、
貿
易
問
題
で
は
な
く
、
政
治
問
題
を
焦
点
に
す
る
中
国
側
の
姿
勢
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
っ
た
。
ま
ず
歓
迎
会
で
は
、
交
渉
責
任
者
の
劉
半
文
は
激
し
く
佐
藤
を
非
難
し
た
後
、
友
好
貿
易
界
は
佐
藤
の
罪
悪
活
動
に
反
対
し
て
中
日

貿
易
を
発
展
さ
せ
る
た
め
貢
献
し
て
来
た
こ
と
、
そ
し
て
、
中
日
両
国
間
の
貿
易
は
政
治
三
原
則
、
貿
易
三
原
則
、
政
経
不
可
分
の
原
則
を
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

持
し
て
は
じ
め
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
覚
書
貿
易
も
上
述
の
原
則
に
従
っ
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
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こ
の
発
言
は
、
L
T
貿
易
関
係
者
に
も
友
好
貿
易
関
係
者
と
同
様
の
政
治
的
姿
勢
を
求
め
る
こ
と
を
暗
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
交
渉
に
臨
む

中
国
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
古
井
は
日
中
両
国
関
係
が
冷
却
し
、
悪
化
を
重
ね
た
原
因
の
多
く
が
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

本
側
に
あ
る
と
認
め
た
う
え
で
、
L
T
貿
易
継
続
の
必
要
性
と
こ
れ
を
守
る
決
意
を
述
べ
た
。

　
八
日
の
第
一
回
会
談
に
お
い
て
ま
ず
古
井
が
日
本
側
を
代
表
し
て
、
訪
問
の
主
目
的
は
L
T
貿
易
の
継
続
に
つ
い
て
話
合
い
を
す
る
た
め
で

あ
る
と
あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
。
そ
の
一
方
で
古
井
は
佐
藤
内
閣
の
　
連
の
外
交
に
反
対
の
立
場
を
示
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
は
自
民
党
に
党

籍
を
お
く
限
り
行
動
に
限
界
が
あ
る
た
め
努
力
が
実
を
結
ば
な
か
っ
た
と
表
明
し
た
。
し
か
し
日
本
国
内
で
は
政
治
家
、
マ
ス
コ
ミ
、
世
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

中
に
佐
藤
内
閣
の
ア
メ
リ
カ
寄
り
の
路
線
に
批
判
的
な
も
の
も
い
る
こ
と
を
も
あ
わ
せ
て
強
調
し
た
。
最
後
に
古
井
は
L
T
貿
易
継
続
の
意
義

を
、
「
」
T
は
日
中
国
交
正
常
化
の
一
里
塚
で
あ
る
。
こ
の
方
向
は
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
後
退
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
、
「
」

T
の
問
題
が
う
ま
く
行
か
な
け
れ
ば
、
佐
藤
首
相
は
喜
ぶ
か
も
知
れ
な
い
。
松
村
一
派
は
中
国
問
題
に
騒
い
で
い
る
が
中
国
側
も
取
り
合
わ
ぬ

で
は
な
い
か
と
云
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
松
村
さ
ん
の
立
つ
瀬
も
な
い
。
ま
た
国
民
も
こ
の
両
国
を
結
ぶ
ヒ
モ
が
切
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
と
両
国
の
友
好
に
つ
い
て
も
絶
望
す
る
向
き
も
出
て
来
よ
う
」
と
訴
え
た
。
続
く
九
日
の
第
二
圏
会
談
で
は
再
び
申
国
側
の
一
方
的
な
佐
藤

非
難
が
行
わ
れ
た
。
劉
希
文
が
「
現
在
中
日
関
係
に
現
わ
れ
て
い
る
事
態
は
す
べ
て
完
全
に
（
注
”
完
完
金
全
島
”
）
佐
藤
政
府
が
中
米
、
連
ソ
、

反
暖
国
の
政
策
を
実
行
し
た
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
佐
藤
の
訪
米
、
日
韓
条
約
の
締
結
、
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
、
米
の
ベ
ト

ナ
ム
侵
略
支
援
、
台
湾
訪
問
、
蒋
経
国
の
訪
日
、
日
米
安
保
条
約
の
維
持
・
強
化
な
ど
を
反
中
政
策
と
し
て
列
挙
し
た
。
そ
し
て
、
「
佐
藤
政

府
は
中
国
と
ア
ジ
ア
を
侵
略
す
る
米
帝
国
主
義
の
一
番
の
共
犯
者
で
あ
り
、
戦
後
日
本
の
歴
代
政
府
の
う
ち
で
最
も
反
動
的
で
最
も
狡
猜
な
政

府
で
あ
る
」
と
決
め
つ
け
、
「
も
し
も
こ
の
よ
う
な
事
態
が
続
く
ま
・
に
放
任
す
る
な
ら
ば
、
我
々
双
方
の
間
に
出
来
て
い
る
関
係
に
ま
た
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ん
な
政
治
的
基
礎
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
」
と
強
調
し
た
。
次
い
で
王
暁
雲
も
佐
藤
を
非
難
し
た
上
で
、
双
方
の
往
来
は
政
治
三
原
則
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

下
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
一
〇
日
の
第
三
回
会
談
に
お
い
て
も
、
日
本
側
は
「
日
中
関
係
の
維
持
」
と
し
T
貿
易
継
続
の
意

義
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
中
国
側
は
「
今
度
の
会
談
は
政
治
会
談
で
あ
っ
て
、
中
日
の
政
治
的
基
礎
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
べ
き
で
あ
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⑧

る
」
と
の
立
場
を
強
調
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
側
は
一
貫
し
て
佐
藤
内
閣
を
非
難
し
つ
つ
、
古
井
ら
に
対
し
て
政
治
三
原
則
、
政
経
不
可
分
原
則
の
実
行
を
繰
り
返
し

強
く
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
～
方
、
古
井
、
田
川
ら
と
し
て
は
、
政
治
三
原
則
の
立
場
を
ず
っ
と
堅
持
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
日
本
政
府
に
認

め
さ
せ
る
と
保
証
で
き
る
ほ
ど
の
確
信
は
な
か
っ
た
。
激
論
の
結
果
、
こ
こ
で
の
「
双
方
」
と
は
「
日
本
と
中
国
」
と
い
う
国
の
関
係
で
は
な

く
「
両
国
の
」
丁
関
係
者
」
を
さ
す
と
の
説
明
が
つ
く
と
、
よ
う
や
く
政
治
三
原
則
の
堅
持
に
お
い
て
意
見
の
一
致
を
見
た
。
た
だ
し
、
古
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
「
発
表
の
方
法
、
表
現
な
ど
に
つ
い
て
は
意
見
が
一
致
し
て
い
な
い
」
と
念
を
押
し
た
。
田
川
日
記
に
よ
れ
ば
、
会
談
後
、
古
井
は
か
な
り

緊
張
し
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
政
治
三
原
則
の
発
表
方
法
を
ど
う
す
る
か
は
日
本
新
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
中
国
側
が
も
し

日
本
側
の
希
望
を
無
視
し
て
自
ら
の
べ
1
ス
で
発
表
方
法
を
決
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
日
本
側
は
会
談
決
裂
の
覚
悟
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
っ
た
。

　
日
本
側
が
心
配
し
て
い
た
通
り
、
「
二
日
の
第
四
回
会
談
に
お
い
て
、
中
国
側
は
政
治
三
原
則
、
政
経
不
可
分
の
原
則
を
公
表
す
べ
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
強
く
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
無
条
件
に
こ
の
原
則
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
こ
の
日
の
会
談
終
了
後
、
日

本
側
は
、
一
九
六
二
年
の
松
村
・
周
会
談
の
共
同
発
表
を
参
考
に
し
て
、
「
政
治
三
原
則
」
「
政
経
不
可
分
」
の
原
則
と
い
う
文
字
を
な
る
べ
く

表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
「
政
治
的
基
礎
を
確
保
す
る
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
会
談
メ
モ
草
案
を
作
り
、
；
一
日
の
第
五
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

会
談
に
お
い
て
中
国
側
に
示
す
。
し
か
し
中
国
側
は
、
日
本
側
草
案
は
今
回
の
会
談
を
正
確
に
伝
え
て
い
な
い
と
し
て
拒
否
す
る
。
古
井
、
岡

崎
が
重
ね
て
「
わ
れ
わ
れ
に
は
中
国
側
の
主
張
す
る
表
現
を
そ
の
ま
ま
使
え
な
い
悩
み
が
あ
る
の
だ
」
と
説
明
し
、
最
後
に
古
井
は
「
わ
れ
わ

れ
も
考
え
て
み
る
が
、
中
国
側
も
も
う
少
し
歩
み
寄
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。
も
し
、
ど
う
し
て
も
中
国
側
が
再
考
し
な
い
場
合
は
、
私
た
ち

も
重
大
な
決
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
孫
が
「
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
発
言
だ
。
そ
れ
な
ら
ば
わ
れ
わ
れ
の

方
に
も
重
大
な
決
意
が
あ
る
」
と
噛
み
付
き
、
岡
崎
は
「
古
井
さ
ん
の
“
重
大
な
決
意
”
と
い
う
の
は
、
自
民
党
内
に
お
け
る
　
身
上
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
る
の
で
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
」
と
弁
明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ほ
ど
に
険
悪
と
な
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
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つ
ま
り
、
中
国
側
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
現
実
に
佐
藤
内
閣
が
と
っ
て
い
る
中
国
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
古
井
ら
日
本
代
表
団
の
立
場
に
は
苦
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
古
井
ら
は
対
日
関
係
者
の
強
硬
な
態
度

を
あ
る
程
度
理
解
し
て
も
い
た
。
彼
ら
も
し
T
貿
易
を
日
中
間
の
パ
イ
プ
と
し
て
維
持
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
が
、
文
革
が
激
し
く
な

る
中
、
強
硬
派
が
目
を
光
ら
し
、
「
反
中
国
政
策
を
取
る
佐
藤
内
閣
を
助
け
る
」
T
貿
易
は
、
断
固
破
棄
す
べ
き
だ
」
と
い
う
批
判
が
対
日
関

係
者
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
古
井
ら
と
し
て
は
、
こ
こ
で
日
申
問
の
政
治
ル
ー
ト
が
途
切
れ
る
よ
う
な
こ
と
に

な
れ
ば
、
単
に
貿
易
上
の
損
失
だ
け
で
な
く
、
日
中
関
係
改
善
に
対
し
て
政
府
与
党
で
あ
る
自
民
党
が
全
く
足
が
か
り
を
失
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
ど
う
し
て
も
L
T
貿
易
協
定
の
存
続
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
意
向
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
政
治
三
原
則
を
「
双
方
の
同
意
事

項
」
と
し
て
明
文
化
し
な
い
か
ぎ
り
L
T
貿
易
を
存
続
で
き
な
い
と
判
断
し
、
つ
い
に
そ
の
表
現
を
盛
り
込
む
決
意
を
固
め
る
に
至
っ
た
。
そ

こ
で
、
日
本
側
は
第
一
次
案
を
手
直
し
て
、
第
二
次
案
文
を
練
っ
た
。
第
二
次
案
文
は
「
①
中
国
側
は
」
T
貿
易
に
存
在
す
る
障
害
と
そ
の
責

任
は
日
本
側
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
政
治
三
原
則
な
ら
び
に
政
経
不
可
分
の
原
則
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
た
。
②
日
本
側
は
、

中
国
側
の
主
張
に
深
い
理
解
を
示
し
、
今
後
障
害
の
排
除
に
一
層
の
努
力
を
払
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
③
双
方
は
政
治
三
原
則
な
ら
び
に
政
経

不
可
分
の
原
則
は
L
T
貿
易
の
政
治
的
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
　
致
し
て
認
め
、
こ
の
政
治
的
基
礎
を
確
保
す
る
た
め
、
共
に
一
層
努
力
す
る
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
確
認
し
た
」
と
い
う
ふ
う
に
、
中
国
側
の
基
本
的
要
求
を
認
め
る
形
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
会
談
に
お
け
る
中
国
側
の
強
硬
姿
勢
や
日
本
側
が
政
治
原
則
を
明
示
す
る
方
向
に
傾
い
た
こ
と
に
対
し
て
高
碕
事
務
所
の
若
手
グ

ル
ー
プ
は
異
論
を
も
っ
て
い
た
。
①
中
国
側
の
政
治
原
則
を
の
む
こ
と
は
、
L
T
貿
易
の
本
来
の
性
格
が
変
わ
り
、
友
好
貿
易
と
同
じ
よ
う
な

印
象
を
国
内
に
与
え
る
、
②
個
々
の
商
談
や
契
約
の
際
に
、
中
国
側
が
政
治
三
原
則
な
ど
を
重
ね
て
強
調
し
、
毛
語
録
の
朗
読
を
L
T
関
係
者

に
強
制
す
る
口
実
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
第
二
次
案
の
政
治
原
則
の
部
分
は
も
う
少
し
緩
や
か
な
も
の
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
岡
崎
は
L
T
貿
易
継
続
を
最
優
先
に
考
え
て
、
第
二
次
案
文
で
よ
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
田
川
は
、
文
化
大
革
命

の
も
と
中
国
側
の
態
度
が
不
安
定
だ
し
、
こ
の
ま
ま
中
国
側
と
妥
協
す
る
の
は
与
党
の
政
治
家
と
し
て
の
立
場
を
逸
脱
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
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⑭

て
、
「
交
渉
を
中
断
し
て
、
こ
こ
で
一
度
帰
国
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
」
と
強
硬
論
を
唱
え
た
。

　
古
井
自
身
は
あ
く
ま
で
も
L
T
貿
易
協
定
の
存
続
を
最
優
先
し
た
。
彼
は
こ
の
と
き
の
心
境
を
、
「
」
丁
貿
易
を
あ
く
ま
で
も
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
至
上
命
令
と
し
て
い
る
以
上
、
中
国
を
敵
視
し
な
が
ら
貿
易
を
や
ろ
う
と
す
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
多
少
の
犠
牲
を
負
っ
て
も

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
政
治
三
原
則
は
、
い
や
し
く
も
中
国
と
付
き
合
お
う
と
す
る
以
上
は
当
然
の
こ
と
。
中
国
側
が
唱
え
る
政
経
不

可
分
の
原
則
も
こ
の
政
治
三
原
則
の
立
場
に
立
っ
て
貿
易
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
相
手
を
敵
視
し
て
取
り
引
き
を
し
ょ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
こ
と
自
体
、
矛
盾
す
る
話
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
古
井
は
第
二
次
案
を
こ
れ
以
上
絶
対
に
譲
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
条
件
で
了
承

し
、
田
川
を
し
て
中
国
側
と
の
非
公
式
折
衝
に
当
た
ら
せ
た
。
こ
う
し
て
一
四
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
田
川
と
王
暁
雲
と
の
間
で
、
よ
う
や

く
「
政
治
原
則
を
め
ぐ
る
文
案
づ
く
り
」
作
業
が
始
ま
っ
た
。

2
　
非
公
式
交
渉
と
妥
結

非
公
式
交
渉
の
中
で
中
国
側
が
求
め
た
の
は
、
①
「
」
T
貿
易
の
障
害
」
を
「
日
中
関
係
の
障
害
」
、
②
障
害
の
責
任
の
「
B
本
側
に
あ

る
」
を
「
米
帝
国
主
義
な
ら
び
に
こ
れ
に
追
随
す
る
佐
藤
政
府
」
と
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
側
は
①
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
た
が
、
②
に
つ
い
て
は
受
け
い
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
中
国
側
も
譲
ら
な
か
っ
た
。
六
日
の
第
四
次
折
衝
に
お
い
て
、
日
本
案
を
基
礎
と
し

な
が
ら
も
中
国
側
は
自
ら
の
案
文
を
提
示
し
た
。

　
　
　
「
（
前
文
略
）
双
方
は
、
周
恩
来
首
相
と
松
村
謙
三
先
生
と
の
こ
れ
ま
で
の
会
談
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
共
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
友
好
的

　
　
か
つ
率
直
に
意
見
を
交
換
し
た
。
（
中
略
）

　
　
中
国
側
は
、
わ
れ
わ
れ
の
間
の
関
係
を
含
む
中
日
関
係
に
存
在
す
る
障
害
は
、
米
帝
国
主
義
と
そ
の
追
随
者
で
あ
る
日
本
当
局
の
推
し
進
め
て
い
る
中
国

　
　
敵
視
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
と
指
摘
し
た
。

　
　
日
本
側
は
、
申
国
側
の
立
場
に
対
し
て
、
深
い
理
解
を
示
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
障
害
を
排
除
し
、
申
日
関
係
の
正
常
化
を
促
進
す
る
た
め
に
さ
ら
に
努
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力
を
払
う
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
　
中
国
側
は
、
中
日
関
係
に
お
け
る
政
治
三
原
則
と
政
治
と
経
済
不
可
分
の
原
則
を
堅
持
す
る
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
た
。
日
本
側
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　
　
ま
た
、
政
治
と
経
済
と
は
切
離
す
こ
と
が
で
き
ず
、
互
い
に
関
連
し
、
促
進
し
合
う
も
の
で
あ
り
、
政
治
関
係
の
改
善
こ
そ
経
済
関
係
の
発
展
に
役
立
つ

　
　
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
双
方
は
、
政
治
三
原
則
と
政
治
、
経
済
不
可
分
の
原
則
は
、
と
く
に
わ
れ
わ
れ
の
間
の
関
係
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
双
方
が
遵
守
す
べ
き
政
治
的
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
で
あ
る
と
～
致
し
て
確
認
し
、
上
記
の
原
則
と
政
治
的
基
礎
を
確
保
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
努
力
を
払
う
旨
を
表
明
し
た
。
」

　
こ
の
中
国
案
は
、
①
松
村
・
周
会
談
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
②
「
深
い
理
解
を
示
し
た
」
の
前
に
「
中
国
側
の
立
場
に
対
し
」

と
新
た
に
挿
入
し
た
こ
と
、
③
政
経
不
可
分
の
原
則
を
説
明
す
る
な
ど
、
日
本
側
の
主
張
を
大
幅
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
半
面
、

中
国
側
の
主
張
す
る
政
治
原
則
を
日
本
側
が
認
め
、
お
互
い
に
守
っ
て
ゆ
く
こ
と
の
確
約
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側

は
全
員
で
中
国
案
を
検
討
し
た
。
古
井
は
交
渉
の
責
任
者
と
し
て
、
～
字
一
か
日
慎
重
に
案
文
を
検
討
し
た
。
そ
の
時
の
古
井
の
様
子
を
田
川

は
、
「
か
つ
て
は
内
務
省
で
“
カ
ミ
ソ
リ
次
宮
”
と
雷
わ
れ
た
ほ
ど
頭
の
切
れ
が
よ
い
人
だ
が
、
連
日
神
経
を
使
っ
て
き
た
せ
い
か
、
苦
悩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

様
子
が
あ
り
あ
り
と
う
か
が
え
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　
検
討
の
結
果
、
日
本
側
は
①
「
追
随
者
」
、
②
「
政
治
関
係
の
改
善
こ
そ
が
経
済
の
発
展
に
役
立
つ
…
…
」
の
う
ち
「
こ
そ
」
、
③
政
治
原
則

の
項
の
う
ち
「
双
方
が
遵
守
す
べ
き
」
を
削
除
す
る
よ
う
求
め
た
。
中
国
側
は
①
の
削
除
は
承
諾
し
た
が
、
②
、
③
に
つ
い
て
は
譲
ら
な
か
っ

⑲た
。
あ
ら
た
め
て
日
本
側
は
検
討
を
行
い
、
「
遵
守
」
は
中
国
案
を
飲
み
、
「
こ
そ
」
を
「
と
く
に
」
と
変
更
す
る
～
点
に
集
中
し
て
交
渉
を
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
こ
そ
」
と
い
う
表
現
は
、
絶
対
に
飲
め
な
い
と
古
井
は
強
硬
に
主
張
し
た
。
「
こ
そ
」
と
い
う
奮
起
を
認
め
る
と
、

「
政
治
関
係
の
改
善
の
み
」
が
経
済
関
係
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
「
政
治
関
係
の
改
善
」
が
最
優
先
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
強
く
し

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
側
は
「
こ
そ
」
と
い
う
表
現
に
固
執
し
た
。
そ
こ
で
、
古
井
は
「
政
経
不
可
分
の
原
則
と

は
」
と
い
う
主
語
を
い
れ
る
こ
と
を
条
件
に
中
国
側
の
考
え
を
受
け
い
れ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
と
の
断
を
下
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
中
国
側
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は
日
本
側
か
ら
の
妥
協
を
拒
否
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
現
時
点
に
お
け
る
未
解
決
の
事
項
は
そ
の
ま
ま
凍
結
し
て
お
き
、
明
日
か
ら
貿
易
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
対
す
る
会
談
を
始
め
た
い
と
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
古
井
は
政
治
問
題
を
先
に
ケ
リ
を
つ
け
て
お
き
た
い
と
不
満
で
あ
っ
た
が
、
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

側
の
意
向
は
変
わ
ら
ず
、
貿
易
会
談
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
会
談
に
お
い
て
古
井
の
苦
悩
は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
側
の
主
張
に
屈
す
れ
ば
、
自
民
党
党
員
と
し
て
の
立
場
を
失
い
か
ね
な
か
っ

た
が
、
中
国
側
の
主
張
を
受
け
い
れ
な
け
れ
ば
、
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
古
井
の
苦
悩
に
つ
い
て
、
当
時
取

材
し
て
い
た
鮫
島
記
者
は
、
「
私
は
東
郊
・
三
里
屯
の
大
使
館
街
区
に
あ
る
外
交
公
立
の
支
局
か
ら
、
連
日
少
な
く
と
も
二
回
、
場
合
に
よ
っ

て
は
深
夜
ま
で
会
談
の
状
況
を
取
材
し
た
り
、
古
井
、
田
川
氏
か
ら
話
を
聞
い
た
り
論
じ
た
り
し
て
い
た
が
、
古
井
氏
ら
の
苦
衷
に
は
頭
の
さ

が
る
思
い
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
勧
・

　
二
一
日
か
ら
貿
易
会
談
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
L
T
貿
易
は
と
り
あ
え
ず
一
年
間
行
う
と
い
う
方
向
と
な
っ
た
。
古
井
は
松
村
の
意

向
も
あ
り
、
ま
た
～
年
ご
と
の
交
渉
で
は
手
数
も
か
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
長
期
取
決
め
を
重
ね
て
要
望
し
た
が
、
中
国
側
の
変
化
を
引

き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
古
井
の
観
測
で
は
、
中
国
側
は
本
来
で
あ
れ
ば
長
期
総
合
の
貿
易
の
取
決
め
を
し
た
い
が
、
ひ
と
つ
に
は
、

佐
藤
政
府
は
こ
の
上
何
を
し
で
か
す
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
と
不
信
感
が
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
覚
書
貿
易
の
現
状
は
輸
銀
問
題
が

未
解
決
で
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
も
で
き
ず
、
そ
の
他
食
肉
の
問
題
な
ど
も
う
チ
が
あ
か
な
い
ま
ま
で
、
長
期
協
定
と
す
る
条
件
が
整
っ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
い
う
事
情
を
考
え
て
い
る
と
み
て
い
た
。
そ
の
後
、
貿
易
品
目
や
貿
易
額
な
ど
旦
補
体
的
問
題
が
協
議
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
交
渉
で
は
、
新
聞

記
者
の
問
題
と
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
第
一
通
商
社
員
の
早
期
釈
放
を
日
本
側
は
要
求
し
た
。
前
者
は
本
会
談
の
議
題
と
な
り
、
後
者
の
問

題
は
管
轄
が
違
う
と
し
て
中
國
側
代
表
の
回
答
は
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
七
日
、
中
国
側
の
提
案
に
よ
り
両
国
の
貿
易
事
務
所
の

名
称
が
変
更
さ
れ
、
中
国
側
の
新
名
称
を
「
中
国
中
日
備
忘
録
貿
易
弁
普
処
」
、
日
本
側
の
そ
れ
を
「
日
本
日
中
覚
書
貿
易
事
務
所
」
と
す
る

了
解
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
記
者
交
換
に
関
し
て
四
回
に
わ
た
る
会
談
が
行
わ
れ
た
が
、
交
換
人
数
を
そ
れ
ぞ
れ
八
名
以
内
か
ら
五
名
以
内

に
改
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
政
治
会
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
案
の
う
ち
留
保
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
、
中
国
側
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
日
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本
側
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

　
以
上
、
二
月
八
日
以
来
会
談
は
二
八
日
間
に
及
ん
だ
が
、
日
本
側
代
表
の
北
京
入
り
か
ら
数
え
る
と
三
四
日
に
も
な
る
異
例
の
マ
ラ
ソ
ン
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

談
で
あ
っ
た
。
三
月
六
日
、
政
治
会
談
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
古
井
喜
実
、
岡
崎
嘉
平
太
、
田
川
誠
一
ら
日
本
側
代
表
三
人
と
劉
芸
文
、
王
暁

雲
、
孫
平
化
ら
中
国
側
代
表
三
人
の
名
義
で
発
表
さ
れ
、
一
九
六
八
年
度
の
「
貿
易
取
り
決
め
事
項
」
が
岡
崎
と
劉
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
。

一
九
六
二
年
の
松
村
・
周
会
談
の
共
同
発
表
は
当
時
の
池
田
内
閣
の
中
国
問
題
に
対
す
る
「
前
向
き
姿
勢
」
を
背
景
に
き
わ
め
て
簡
単
な
内
容

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
の
交
渉
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
政
治
三
原
則
と
政
経
不
可
分
原
則
が
明
文
化
さ
れ
た
。
ま
た
し
T
貿
易
は
、
第
一

次
協
定
の
単
な
る
延
長
で
は
な
く
、
期
間
が
五
年
か
ら
一
年
契
約
と
な
り
、
名
称
も
M
T
（
ζ
Φ
諺
O
【
鋤
⇒
仙
q
露
日
月
鋤
住
①
）
貿
易
（
覚
書
貿
易
と
も
い
わ

れ
る
）
と
な
っ
て
装
い
を
新
た
に
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
劉
希
文
は
一
九
五
三
年
中
国
対
外
貿
易
部
第
三
局
副
局
長
、
六
〇
図
心
第
四
局

　
局
長
、
六
四
年
対
外
貿
易
部
副
部
長
を
歴
任
し
、
特
に
日
本
と
の
貿
易
交
渉
の
第

　
一
線
で
活
躍
し
た
。
一
九
八
三
年
以
降
申
国
人
民
政
治
協
商
会
議
委
員
。

②
「
」
T
代
表
団
歓
迎
宴
に
お
け
る
劉
希
文
盲
の
挨
拶
」
（
一
九
六
八
年
二
月
四

　
銅
）
噸
古
井
喜
実
文
書
㎞
。

③
「
古
井
メ
モ
」
（
一
九
六
八
年
二
月
一
日
～
三
月
九
日
訪
中
、
第
六
回
）
噸
古
井

　
喜
実
文
書
臨
。

④
コ
九
六
八
年
覚
書
貿
易
交
渉
会
談
記
録
」
『
古
井
喜
実
文
書
㎞
。

⑤
　
同
前
。

⑥
同
前
。

⑦
　
同
前
。

⑧
田
川
前
掲
書
『
日
中
交
渉
秘
録
田
川
日
記
～
｝
四
年
の
証
言
匝
八
○
～
八
一

　
頁
。

⑨
同
書
、
八
一
～
八
二
頁
。

⑩
同
書
、
八
三
頁
。

⑪
同
書
、
八
四
頁
。

⑫
同
書
、
八
五
頁
。

⑬
同
書
、
八
五
頁
。

⑭
同
書
、
八
六
～
八
七
頁
。

⑮
噸
日
本
経
済
新
聞
無
一
九
六
八
年
二
月
一
六
日
。

⑯
田
川
前
掲
書
『
日
中
交
渉
秘
録
田
川
日
記
～
一
四
年
の
証
言
隔
八
六
頁
。

⑰
　
同
前
。

⑱
同
害
、
九
〇
頁
。

⑲
　
同
前
。

⑳
同
誉
、
九
二
頁
。

⑳
同
書
、
九
三
頁
。

⑫
　
鮫
島
敬
治
『
八
億
の
友
人
た
ち
1
日
中
国
交
回
復
へ
の
道
』
（
日
本
経
済
新

　
聞
社
、
　
九
七
一
年
）
一
五
八
～
一
五
九
頁
。

⑬
　
「
中
国
に
匿
を
開
こ
う
」
凹
日
経
睡
寄
稿
（
昭
和
四
三
年
三
月
八
日
）
古
井
喜

　
実
『
日
申
復
交
へ
の
道
－
大
詰
め
を
迎
え
る
中
国
問
題
㎞
（
一
九
七
一
年
七
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月
）
六
八
頁
。

⑳
　
日
本
目
中
覚
書
貿
易
事
務
所
代
表
、
中
国
中
日
備
忘
録
貿
辮
各
処
代
表
の
会
談

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
要
旨
）

　
一
、
双
方
は
、
周
恩
来
総
理
と
松
村
謙
三
氏
と
の
こ
れ
ま
で
の
会
談
の
趣
旨
に
も

　
と
づ
き
、
と
も
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
友
好
的
か
つ
率
直
に
意
見

　
を
交
換
し
た
。

　
二
、
日
中
両
国
国
民
の
友
好
関
係
を
増
進
し
、
両
国
関
係
の
正
常
化
を
促
進
す
る

　
こ
と
は
、
日
中
両
国
国
民
の
共
通
の
願
望
に
か
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ア

　
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
を
守
る
こ
と
に
も
有
益
で
あ
る
と
認
め
た
。

　
三
、
中
国
側
は
、
中
日
関
係
に
存
在
す
る
障
害
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
日
本

　
自
局
の
推
し
進
め
て
い
る
中
国
敵
視
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　
と
指
摘
し
た
。
日
本
側
は
、
中
国
側
の
立
場
に
対
し
て
深
い
理
解
を
示
し
、
今
後

こ
の
よ
う
な
障
害
を
排
除
し
、
日
中
関
係
の
正
常
化
を
促
進
す
る
た
め
に
努
力
を

は
ら
う
こ
と
を
表
明
し
た
。

四
、
中
国
側
は
、
中
日
関
係
に
お
け
る
政
治
三
原
則
と
政
治
経
済
不
可
分
の
原
則

を
堅
持
す
る
こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
、
日
本
側
は
、
こ
れ
に
同
意
し
た
。
双
方
は
、

政
治
経
済
不
可
分
の
原
則
と
は
、
政
治
と
経
済
は
切
り
は
な
す
こ
と
が
繊
来
ず
、

互
い
に
関
連
し
、
促
進
し
あ
う
も
の
で
あ
り
、
政
治
関
係
の
改
善
こ
そ
経
済
関
係

の
発
展
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

五
、
双
方
は
、
政
治
三
原
則
と
政
治
経
済
不
可
分
の
原
則
は
、
日
中
関
係
に
お
い

て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
原
則
で
あ
り
、
双
方
の
関
係
に
お
け
る
政
治
的
基
礎
で
あ
る

こ
と
と
　
致
し
て
認
識
し
、
上
記
の
原
則
を
遵
守
し
、
こ
の
政
治
的
基
礎
を
確
保

す
る
た
め
に
ひ
き
つ
づ
き
努
力
を
は
ら
う
旨
の
決
意
を
表
明
し
た
（
『
日
中
覚
書

貿
易
（
資
料
）
』
　
一
九
七
｝
年
七
月
置
二
三
～
二
四
頁
）
。
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第
四
章
　
M
T
貿
易
協
定
の
成
立
と
各
界
の
反
響

1

政
府
・
自
民
党
の
反
施

　
調
印
式
の
後
、
周
恩
来
は
古
井
ら
代
表
団
と
会
見
し
、
政
治
三
原
則
と
政
経
不
可
分
の
原
則
が
守
ら
れ
て
こ
そ
日
中
貿
易
が
維
持
さ
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
中
国
側
の
厳
し
い
姿
勢
に
耐
え
な
が
ら
交
渉
を
何
と
か
ま
と
め
た
古
井
ら
で
あ
っ
た
が
、
次
は
帰
国
後
の
日
本
国
内

で
も
批
判
を
受
け
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
西
欧
各
国
の
中
国
市
場
進
出
に
直
面
し
た
日
本
政
府
と
し
て
は
、
大
陸
市
場
を
失

い
た
く
な
い
意
向
も
あ
り
、
日
中
貿
易
の
窓
口
存
続
を
歓
迎
し
た
。
貿
易
協
定
が
正
式
調
印
さ
れ
る
と
、
木
村
俊
夫
密
房
長
官
は
そ
の
妥
結
が

歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
し
か
し
あ
わ
せ
て
、
「
政
府
と
し
て
は
従
来
も
再
三
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
お
り
、
政
治
信
条
や
社

会
制
度
の
異
な
る
国
と
も
、
政
経
分
離
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
で
き
る
だ
け
平
和
友
好
的
に
つ
き
あ
い
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
」
と
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②

付
言
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
福
田
哲
夫
自
民
党
幹
事
長
は
、
「
今
回
の
交
渉
で
昨
年
末
に
期
限
切
れ
と
な
っ
て
い
た
」
丁
貿
易
協
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

話
合
い
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
は
結
構
な
こ
と
だ
。
協
定
が
決
ま
っ
た
以
上
、
こ
の
方
式
に
よ
る
日
中
貿
易
の
拡
大
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
外
務
省
筋
は
六
日
、
M
T
貿
易
協
定
調
印
に
つ
い
て
、
会
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
「
日
中
間
の
障
害
は
米
帝
国
主
義
と
日
本
政
府
の
中
国
敵

視
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
申
国
側
の
主
張
に
日
本
側
代
表
が
「
深
い
理
解
」
を
示
し
、
政
治
三
原
則
、
政
経
不
可
分
に

「
同
意
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
失
望
を
禁
じ
え
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
調
印
者
は
政
府
代
表
者
で
は
な
い
の
で
政

府
が
従
来
の
政
策
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
将
来
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
憂
慮
を
表
明
し

④た
。
佐
藤
の
受
け
止
め
方
で
あ
る
が
、
三
月
九
日
の
日
記
に
は
、
「
鈴
木
貞
一
君
、
朝
来
宅
。
最
近
の
全
学
連
、
」
丁
貿
易
等
出
来
事
に
つ
き

　
　
　
⑥

意
見
交
換
」
と
、
簡
単
な
事
し
か
記
し
て
い
な
い
。
な
お
、
輸
銀
資
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
月
六
日
、
椎
名
通
産
相
は
衆
院
商
工
委
員
会

で
「
国
府
を
説
得
し
て
、
日
中
貿
易
に
も
輸
銀
資
金
を
使
え
る
よ
う
に
で
き
る
だ
け
努
力
す
る
」
と
述
べ
、
八
日
、
水
田
蔵
相
は
閣
議
後
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

者
会
見
で
「
日
中
貿
易
に
日
本
輸
出
入
銀
行
の
資
金
を
使
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
」
と
述
べ
た
。
輸
銀
資
金
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
日
本

か
ら
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
は
で
き
ず
、
西
欧
の
進
出
を
許
す
形
に
な
っ
て
お
り
、
業
界
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
政
府
と
し
て
も
無
視
で
き
な
い

情
勢
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
自
民
党
内
の
台
湾
ロ
ビ
ー
を
説
得
し
、
国
民
党
政
府
を
ど
う
納
得
さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。

　
閣
僚
の
中
で
松
村
、
古
井
ら
反
主
流
派
と
深
い
関
係
の
あ
る
中
曽
根
康
弘
運
輸
相
は
、
三
月
一
五
日
の
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
中
国
へ
の
船

舶
輸
出
問
題
に
ふ
れ
、
「
三
月
末
か
ら
運
輸
省
事
務
局
に
日
立
造
船
な
ど
の
船
舶
輸
出
商
談
を
再
開
す
る
時
期
、
方
法
に
つ
い
て
の
事
務
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

検
討
を
始
め
さ
せ
る
」
と
語
っ
た
。
四
月
三
日
中
曽
根
は
ま
た
衆
院
運
輸
委
員
会
で
「
輸
銀
資
金
に
よ
る
中
国
向
け
船
舶
の
延
払
い
輸
出
を
促

進
す
る
。
『
吉
田
書
簡
』
は
吉
田
元
首
相
の
死
去
と
と
も
に
野
辺
の
送
り
と
な
っ
た
」
と
発
言
し
、
閣
僚
と
し
て
初
め
て
「
吉
田
書
簡
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
失
効
」
に
つ
い
て
明
確
に
表
明
し
た
た
め
、
政
府
内
で
の
波
紋
を
及
ん
だ
。
～
方
、
党
内
右
寄
り
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
中
共
が
日
本
を
批
判

し
て
い
る
の
に
、
日
本
か
ら
擦
り
寄
っ
て
い
く
よ
う
な
土
下
座
外
交
を
や
る
必
要
は
な
い
」
と
か
、
「
台
湾
の
国
府
と
国
交
を
結
ん
で
い
る
以

上
、
中
国
政
策
に
は
限
度
が
あ
る
」
と
い
っ
た
主
張
が
さ
れ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
貿
易
交
渉
に
水
を
さ
す
と
受
け
取
ら
れ
る
の
は
避
け
た
い
と

125 （907）



い
う
気
持
ち
か
ら
か
、
表
面
的
に
は
「
政
治
三
原
則
」
に
つ
い
て
も
あ
え
て
目
く
じ
ら
立
て
て
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
態
度
で
あ

　
⑨つ
た
。
し
か
し
、
仮
に
反
主
流
、
非
主
流
派
の
中
か
ら
積
極
的
な
日
中
貿
易
拡
大
論
が
高
ま
れ
ば
、
右
派
が
激
し
い
反
発
を
み
せ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
た
。

　
帰
国
し
た
古
井
は
、
三
月
～
一
日
の
自
民
党
外
交
調
査
会
で
交
渉
結
果
を
報
告
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
二
日
に
は
佐
藤
や
外
相
三
木
ら
と

会
い
、
①
政
府
は
「
政
経
分
離
」
と
い
う
言
い
方
を
や
め
る
べ
き
だ
、
②
吉
田
書
簡
を
撤
廃
し
、
輸
銀
資
金
の
使
用
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
、
と

し
て
政
府
の
対
中
政
策
を
再
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
佐
藤
は
「
日
中
関
係
を
現
状
で
よ
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
将
来
は

い
ま
以
上
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
「
前
向
き
」
と
も
と
れ
る
発
言
を
し
な
が
ら
も
、
吉
田
書
簡
や
輸
銀
資
金
な
ど
具
体
的
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
は
っ
き
り
し
た
考
え
を
述
べ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
首
相
の
態
度
に
つ
い
て
、
古
井
は
「
前
向
き
は
ポ
ー
ズ
だ
け
で
、
日
中
問
題
に
対
す

る
首
相
の
考
え
は
少
し
も
前
進
し
て
い
な
い
」
と
強
い
不
満
を
見
せ
た
。
ま
た
、
椎
名
通
産
相
、
水
田
蔵
相
ら
が
「
対
中
国
輸
出
に
輸
銀
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
使
っ
て
も
よ
い
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
「
首
相
の
バ
ラ
が
決
ら
ぬ
以
上
期
待
は
も
て
な
い
」
と
し
て
い
た
。

　
以
上
み
て
き
た
自
民
党
内
の
反
応
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
駐
日
大
使
館
は
国
務
省
へ
の
報
告
に
お
い
て
、
「
佐
藤
首
相
及
び
そ
の
側
近
は
、

二
つ
の
国
の
関
係
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
と
は
思
わ
な
い
と
斎
い
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
の
中
国
政
策
を
変
更
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
。
～
方
、
松

村
謙
三
、
古
井
喜
実
ら
は
積
極
的
に
北
京
と
の
外
交
関
係
を
推
進
し
て
い
る
。
彼
ら
は
一
部
の
自
民
党
員
の
支
持
し
か
受
け
て
い
な
い
。
中
に

藤
山
愛
～
郎
や
中
曽
根
の
よ
う
な
派
閥
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
中
国
政
策
に
深
く
関
与
し
よ
う
と
せ
ず
、
都
合
の
よ
い
時
に
古
井
ら
に
加
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
の
他
の
自
民
党
員
の
態
度
は
そ
ん
な
に
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
」
と
的
を
射
た
観
測
を
し
て
い
る
。
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各
界
の
反
応
と
古
井
の
決
意

　
自
民
党
内
の
複
雑
な
反
応
に
対
し
て
、
社
会
党
は
L
T
貿
易
の
継
続
が
決
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
と
表
明
す
る
一
方
、
「
長
期
的
に
み
て
、

右
手
で
「
中
国
封
じ
込
め
」
、
左
手
で
「
貿
易
拡
大
」
と
い
う
手
品
の
よ
う
な
ワ
ザ
は
決
し
て
長
続
き
し
な
い
。
少
な
く
と
も
佐
藤
内
閣
が
米



古井喜実と一一九六八年の日中LT貿易交渉（鹿）

国
の
対
中
国
政
策
に
盲
従
せ
ず
、
わ
が
国
の
自
立
的
立
場
で
日
中
友
好
と
国
交
正
常
化
の
方
向
に
進
ま
な
い
限
り
、
B
中
貿
易
の
安
定
し
た
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

大
は
あ
り
え
な
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
経
済
界
・
各
関
係
業
界
は
日
中
貿
易
の
パ
イ
プ
が
つ
な
が
っ
た
と
し
て
歓
迎
し
、
ま
ず
は
安
堵
を

み
せ
て
い
た
が
、
一
年
期
限
の
協
定
と
な
っ
た
こ
と
で
、
例
え
ば
、
肥
料
業
界
は
長
期
的
な
輸
出
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
こ
と
に
憂
慮
を
示
し
、

鉄
鋼
、
機
械
、
農
薬
、
ミ
ソ
、
大
豆
製
油
の
各
業
界
も
ま
だ
ま
だ
前
途
を
楽
観
し
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
M
T
貿
易
は
政
治
三
原
則
、
政
経

不
可
分
の
原
則
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
は
従
来
か
ら
友
好
貿
易
業
界
が
掲
げ
て
き
た
原
則
で
、
友
好
貿
易
業
界
に
と
っ
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
支
持

す
る
の
に
困
難
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
日
中
国
際
貿
易
促
進
協
会
常
務
理
事
の
田
中
脩
二
郎
は
、
「
政
治
三
原
則
、
政
治
・
経
済
不
可
分
の

原
則
を
日
本
側
が
確
認
し
た
こ
と
は
当
然
な
が
ら
正
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
覚
書
は
、
日
中
貿
易
促
進
に
と
り
有
益
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
障
害
の
根
源
を
明
ら
か
に
し
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
、
佐
藤
内
閣
の
肇
国
政
策
を
批
判
し
、
障
害
排
除
の
努
力
を
表
明
し
た
こ
と
も
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
す
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　
古
井
は
、
自
民
党
員
と
し
て
の
立
場
と
中
国
の
佐
藤
非
難
の
間
に
挟
ま
っ
て
苦
労
し
た
。
し
か
し
L
T
貿
易
の
パ
イ
プ
を
繋
ぐ
た
め
に
、
政

治
目
的
の
た
め
に
は
甘
ん
じ
て
経
済
を
犠
牲
に
す
る
文
化
大
革
命
下
の
中
国
と
経
済
の
交
流
を
し
ょ
う
と
す
る
な
ら
、
「
好
き
で
も
嫌
い
で
も
、

か
れ
ら
の
鉄
則
で
あ
る
政
治
三
原
則
と
政
経
不
可
分
の
原
則
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
い
や
な
ら
、
交
流
を
あ
き
ら
め
る
ほ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
」
と
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
古
井
は
L
T
貿
易
を
守
る
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

①
経
済
の
面
か
ら
、
友
好
貿
易
だ
け
で
は
長
期
大
口
の
取
引
は
で
き
ず
、
計
画
生
産
に
支
障
が
あ
る
。
も
し
、
こ
こ
で
切
れ
た
ら
、
少
な
く
と
も
四
、
五

年
の
空
白
は
避
け
ら
れ
な
い
し
、
情
勢
次
第
で
は
元
に
戻
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
間
に
、
無
論
西
欧
の
進
出
が
あ
る
。
日
本
は
、
輸
出
で
立
つ
国
で

あ
る
。
長
い
将
来
か
ら
見
て
、
中
国
と
い
う
広
大
な
市
場
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

②
経
済
の
ほ
か
に
、
新
聞
記
者
交
換
の
問
題
が
あ
る
。
L
T
を
足
場
に
し
て
、
一
九
六
四
年
以
来
記
者
交
換
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
文
革
以
来
報
道
が
不

自
由
に
な
っ
て
い
た
が
、
次
第
に
軌
道
に
も
ど
り
つ
つ
あ
る
。
両
国
民
が
お
互
い
を
知
り
合
う
た
め
、
ま
た
、
世
界
に
中
国
を
紹
介
す
る
た
め
に
役
立
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
む
ざ
む
ざ
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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③
も
っ
と
も
大
き
い
こ
と
は
、
L
T
の
具
体
的
内
容
よ
り
も
、
そ
れ
が
も
つ
政
治
的
、
外
交
的
意
味
で
あ
る
。
L
T
こ
そ
は
、
細
く
と
も
、
両
国
を
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
ぐ
唯
一
の
綱
で
あ
る
。
切
れ
て
し
ま
え
ば
、
分
散
し
た
革
新
ル
ー
ト
の
ほ
か
、
も
の
を
一
つ
い
う
パ
イ
プ
さ
え
な
く
な
る
。

　
さ
ら
に
古
井
は
、
「
中
米
対
決
は
い
つ
ま
で
も
続
く
わ
け
で
な
く
、
も
し
中
米
関
係
に
方
向
転
換
が
起
っ
た
ら
、
尻
馬
に
乗
っ
て
い
た
日
本

は
ど
う
な
る
か
」
と
指
摘
し
、
こ
の
観
点
か
ら
L
T
貿
易
の
将
来
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

　
　
L
T
貿
易
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
の
意
義
の
う
ち
、
ま
だ
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
行
方
で
あ
る
。
私
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
遠
か
ら

　
　
ず
終
わ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
が
も
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
す
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
。
ア
メ
リ
カ
は
き
っ

　
　
と
中
国
と
握
手
す
る
。
日
本
の
誤
っ
た
政
治
家
た
ち
が
今
日
ア
メ
リ
カ
の
尻
馬
に
乗
っ
て
中
国
敵
視
政
策
を
と
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
と
握
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
し
た
ら
黒
本
は
取
残
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
L
T
の
パ
イ
プ
は
、
そ
う
い
う
場
合
の
こ
と
を
考
え
て
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
中
米
和
解
後
の
台
湾
に
つ
い
て
彼
は
、
「
蒋
介
石
の
台
湾
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
す
め
ば
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
沖
縄
と
同
様

い
つ
で
も
手
放
す
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
が
台
湾
を
手
放
せ
ば
米
中
の
握
手
が
可
能
だ
。
日
本
が
取
り
残
さ
れ
た
ら
、
日
中
国
交
回
復
は

で
き
ず
、
日
本
は
戦
わ
ず
し
て
も
う
一
度
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
を
く
り
返
し
、
何
十
年
を
失
う
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
こ
そ
取
り
返
し
の
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
い
こ
と
に
な
る
」
と
の
兇
通
し
を
示
し
た
。
数
年
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
国
際
関
係
は
全
く
古
井
の
予
雷
通
り
に
展
開
し
た
と
い

え
よ
う
。
古
井
の
見
識
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
の
次
の
よ
う
に
世
論
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　
　
政
府
も
識
者
も
國
民
全
体
も
本
当
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
日
本
の
近
く
に
は
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
だ
け
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
中
国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
～

　
　
部
や
固
晒
な
反
共
主
義
者
の
期
待
と
宣
伝
に
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
崩
れ
な
い
し
、
多
難
な
経
過
を
辿
り
つ
つ
も
次
第
に
強
大
に
な
っ
て
い
く
。
…
…
中

　
　
国
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
で
あ
り
、
無
関
心
す
ぎ
る
。
日
本
の
死
活
問
題
で
あ
る
中
国
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
目
を
開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
そ
し
て
中
国
の
実
体
と
現
状
に
つ
い
て
、
独
断
を
捨
て
、
本
気
で
研
究
し
、
正
し
い
認
識
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
切
に
望
み
た
い
の
は
、
政
府
筋
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
て
、
相
手
を
考
え
な
い
低
俗
、
不
用
意
な
醤
動
を
戒
め
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
あ
る
。

①
田
川
前
掲
書
百
申
交
渉
秘
録
濁
川
日
記
～
一
四
年
の
証
口
笛
【
〇
六
頁
。

②
『
毎
日
新
聞
隔
一
九
六
八
年
三
月
七
日
。
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＠＠＠＠＠＠＠ ③
『
毎
日
新
聞
』
～
九
六
八
年
三
月
七
日
。

④
『
毎
日
新
聞
睡
一
九
六
八
年
三
月
七
日
。

⑤
伊
藤
隆
監
修
『
佐
藤
栄
作
日
記
第
三
巻
』

　
二
四
九
頁
。

　
　
『
朝
日
新
聞
睡
　
一
九
六
八
年
三
月
八
日
。

　
　
『
朝
日
新
聞
臨
　
一
九
六
八
年
三
月
一
五
日
。

　
　
㎎
毎
日
新
聞
輪
　
一
九
六
八
年
四
月
四
日
。

　
　
岬
朗
酬
日
濯
耕
聞
騒
　
一
九
六
八
年
四
月
四
日
。

　
　
噸
朝
日
薪
聞
㎞
　
一
九
六
八
年
三
月
＝
一
日
、
三
月
【
六
日
。

　
　
噸
朝
日
薪
聞
㎞
　
一
九
六
八
年
三
月
【
六
日
。

（
朝
日
新
聞
社
、
｝
九
九
八
年
）

智
窟
尾
ω
Φ
U
Φ
び
舞
⑦
O
酷
寒
唱
。
一
一
〇
く
（
即
。
ヨ
弱
力
曲
ゴ
。
ヨ
餌
。
・
U
・
頃
犀
σ
q
訂
ψ
ε

　
円
ず
Φ
ω
㊦
臼
Φ
欝
蔓
）
、
石
井
修
・
我
部
政
明
・
宮
里
政
玄
監
修
b
O
G
§
爵
≧
湧
Q
≧

　
竃
朗
b
恥
§
鵡
恥
、
R
』
Q
《
↓
Q
§
肉
b
蕾
碧
≧
強
b
象
§
嵩
§
融
沁
㍗

　
N
ミ
ミ
。
b
覧
§
ミ
恐
ミ
～
蹴
憲
N
§
ミ
§
§
賦
N
8
9
。
§
卜
○
。
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
三

　
年
）
三
四
四
頁
。

⑬
『
毎
霞
新
聞
』
～
九
六
八
年
三
月
七
日
。

⑭
『
国
際
貿
易
邑
一
九
六
八
年
三
月
～
九
日
。

⑮
「
共
存
の
道
明
ら
か
に
」
遡
朝
日
耳
聞
馳
寄
稿
（
一
九
六
八
年
三
月
八
日
）
。

⑯
　
門
ヨ
中
交
流
の
パ
イ
プ
守
る
」
哩
読
売
新
聞
踊
寄
稿
（
一
九
六
八
年
三
月
八
日
）
。

⑰
棚
県
政
競
聞
睡
一
九
六
八
年
四
月
上
中
旬
合
併
号
（
一
五
日
発
行
）
。

⑱
同
前
。

⑲
門
中
国
に
目
を
開
こ
う
」
『
日
本
経
済
新
聞
㎞
寄
稿
（
一
九
六
八
年
三
月
八
B
）
。

お
　
わ
　
り
　
に

古井喜実と一九六八年の日中LT貿易交渉（鹿）

　
以
上
の
よ
う
に
、
池
田
内
閣
時
代
に
改
善
を
見
せ
始
め
た
日
中
関
係
は
、
佐
藤
内
閣
の
「
中
国
敵
視
政
策
」
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
北
爆

開
始
、
中
国
の
文
化
大
革
命
な
ど
ア
ジ
ア
情
勢
の
大
き
な
変
動
の
な
か
で
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
九
六
八
年
の
貿
易
交
渉
は
、

特
に
中
国
側
に
と
っ
て
は
単
に
か
つ
て
の
周
・
松
村
会
談
の
趣
旨
を
再
確
認
し
、
旧
し
T
貿
易
の
期
限
を
延
長
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
性
格
の

も
の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
日
中
会
談
に
お
い
て
中
国
側
は
、
L
T
貿
易
ル
ー
ト
を
日
中
両
国
の
友
好
増
進
と
国
交
正
常
化
の
た
め
パ
イ
プ

と
認
識
し
つ
つ
も
、
佐
藤
内
閣
の
対
中
国
敵
視
政
策
に
打
撃
を
与
え
る
た
め
に
、
政
治
三
原
則
と
政
経
不
可
分
の
原
則
を
強
く
主
張
し
た
。
こ

の
た
め
古
井
、
田
川
ら
日
本
側
代
表
は
、
佐
藤
内
閣
の
中
国
政
策
を
批
判
し
な
い
限
り
交
渉
は
進
ま
な
い
が
、
国
内
で
は
反
主
流
派
で
あ
る
と

し
て
も
国
外
に
出
て
ま
で
他
国
と
と
も
に
日
本
政
府
を
正
面
か
ら
非
難
攻
撃
す
る
こ
と
は
与
党
の
政
治
家
と
し
て
で
き
な
い
、
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
に
直
面
し
た
。
結
局
は
、
古
井
ら
の
苦
し
み
が
報
わ
れ
た
と
い
う
べ
き
か
、
L
T
貿
易
ル
ー
ト
は
一
九
五
八
年
五
月
の
長
崎
国
旗
事
件
の
あ

と
の
よ
う
な
中
断
・
凍
結
状
態
に
落
ち
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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表日中貿易実績：LT（MT）・友好貿易の実績および比率（単位：1，000米ドル）

年度 輸出入総額 LT（MT）契約実績 友好貿易 LT（MT）の比率

1963 137，0ユ6 86，248 50，768 62．9

1964 310，489 114，551 ユ95，938 36．9

1965 469，741 170，550 299，19ユ 36．3

1966 62ユ，387 204，787 416，600 33．4

玉967 557，733 151，889 405，844 27．2

1968 549，623 U3，348 436，275 20．6

1969 625，607 65，080 560，527 10．4

1970 830，000 72，020 757，800 8．7

1971 901，360

出所：大蔵省通関実績

　
従
来
中
国
側
で
は
、
友
好
貿
易
と
L
T
貿
易
を
日
中
貿
易
に
お
け
る
車
の
両
輪
と
し
て
重
視

し
て
き
た
。
し
か
し
文
化
大
革
命
以
来
、
友
好
貿
易
は
之
れ
を
支
え
る
経
済
界
の
親
中
派
が
中

国
の
政
治
的
主
張
に
全
面
的
に
同
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
量
・
質
共
に
発
展
し
た
の
に
対
し
て
、

L
T
貿
易
は
延
払
い
と
い
う
柱
を
失
っ
て
長
期
総
合
の
性
格
を
薄
め
、
そ
れ
ま
で
増
加
し
て
き

た
貿
易
実
績
は
減
少
に
転
じ
て
い
た
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
M
T
貿
易
関
係
者
の
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
六
〇
年
代
後
半
の
紅
中
貿
易
の
実
績
は
友
好
七
対
M
T
三
の
割
合
で
あ
り
、

日
中
貿
易
は
再
び
友
好
商
社
方
式
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
経
済
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
L
T
・
M
T
貿
易
は
日
中
貿
易
の
中
で
大
き
な

比
重
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
重
要
性
は
、
古
井
が
語
っ
た
よ
う
に
政
治
的
、
外
交
的

な
点
に
あ
っ
た
。
新
中
国
が
成
立
し
て
以
来
、
と
り
わ
け
岸
内
閣
の
も
と
で
日
中
交
流
が
全
面

断
絶
し
て
以
降
、
日
中
友
好
運
動
は
圧
倒
的
に
革
新
陣
営
主
導
型
の
運
動
と
な
っ
た
。
し
か
し

松
村
、
古
井
ら
の
努
力
に
よ
る
L
T
ル
ー
ト
の
開
設
に
よ
り
保
守
陣
営
の
人
々
も
日
中
友
好
運

動
に
参
加
し
う
る
道
が
開
け
た
。
そ
の
後
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
革
新
陣
営
に
お
い
て
も
、
ア

メ
リ
カ
の
北
爆
、
中
ソ
対
立
や
文
化
大
革
命
の
闘
争
激
化
な
ど
か
ら
、
日
本
共
産
党
と
中
国
共

産
党
は
見
解
の
相
異
に
よ
っ
て
決
別
し
、
社
会
党
に
つ
い
て
も
、
党
と
し
て
六
四
年
に
第
四
次

訪
中
代
表
団
を
派
遣
し
て
以
来
、
中
国
と
の
交
流
は
途
絶
え
て
い
た
。
そ
う
な
る
と
、
L
T

ル
ー
ト
は
両
国
を
つ
な
ぐ
唯
～
の
綱
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
と
な
り
、
「
そ
れ
が
切
れ
て
し
ま

え
ば
、
分
散
し
た
革
新
ル
ー
ト
の
ほ
か
に
は
、
も
の
を
一
つ
い
う
パ
イ
プ
さ
え
な
く
な
る
」
と

古
井
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
日
中
交
渉
に
臨
ん
だ
古
井
の
基
本
的
な
関
心
で
あ
っ
た
。
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古井喜実と一九六八年の日中LT貿易交渉（鹿）

M
T
交
渉
妥
結
後
も
、
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
変
化
と
日
中
関
係
の
一
層
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
一
九
六
九
年
、
一
九
七
〇
年
に
は
M
T
貿

易
関
係
者
は
さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
る
。
古
井
は
自
民
党
内
の
タ
カ
派
を
中
心
に
「
屈
辱
外
交
」
「
土
下
座
外
交
」
と
罵
声
を
浴
び
せ

ら
れ
、
ま
た
中
国
側
か
ら
も
「
佐
藤
の
弁
護
人
」
「
佐
藤
と
結
託
」
と
い
う
言
葉
を
投
げ
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
と
も
す
れ
ば
崩
れ
落
ち
そ
う
に

な
る
日
中
間
の
細
く
脆
い
パ
イ
プ
を
ほ
と
ん
ど
孤
軍
奮
闘
で
繋
ぎ
止
め
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
パ
イ
プ
は
や
が
て
日
中
国
交
回
復
ま
で
維
持
さ

①れ
、
M
T
貿
易
会
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
精
神
は
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の
基
本
精
神
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
近
年
の
研
究
で
は
、
古
井
の
よ
う
な
非
公
式
接
触
者
の
存
在
が
、
瞬
中
間
の
「
政
治
外
交
的
な
敵
対
、
対
立
を
緩
和
さ
せ
、
実
質
的
な
交
流

を
支
え
て
い
く
役
割
を
果
た
し
た
」
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
武
田
晴
人
も
悪
化
し
た
日
中
関
係
の
な
か
で
、
「
貿
易
関
係
（
」
丁
貿
易
、

覚
書
貿
易
）
は
維
持
さ
れ
、
こ
れ
を
支
え
た
関
係
者
た
ち
が
日
中
を
結
ぶ
唯
｝
の
政
治
的
な
掛
け
橋
と
し
て
も
果
た
し
続
け
て
き
た
役
割
は
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

め
て
大
き
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
添
谷
芳
秀
は
「
か
な
り
政
治
化
し
た
貿
易
関
係
を
基
本
的
に
中
国
側
に
同
情
を
示
し
つ
つ
維
持
し

て
い
く
と
い
う
「
成
果
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
の
親
中
国
派
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
し
て
お
り
、
ま
た
「
こ
う
し

て
維
持
さ
れ
た
覚
書
貿
易
ル
ー
ト
は
米
中
和
解
を
最
大
の
契
機
と
す
る
日
中
国
交
正
常
化
の
過
程
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
」
と
評
価
し
て

　
③
い
る
。
特
に
、
こ
の
過
程
で
古
井
は
老
齢
の
松
村
に
代
っ
て
日
中
交
渉
の
中
心
人
物
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
苦
し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
も
、

日
中
関
係
改
善
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
不
動
の
地
位
を
築
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
古
井
の
存
在
は
、
後
に
国
交
正
常
化
に
向
け
て
大
き
な
～

歩
を
踏
み
出
す
日
本
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
最
後
の
M
T
貿
易
の
取
り
決
め
は
、
日
中
国
交
回
復
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
後
　
　
　
　
　
二
』
；
二
九
頁
。

　
　
の
一
九
七
二
年
一
〇
月
二
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
M
T
貿
易
事
務
所
　

②
川
島
真
・
服
部
龍
二
（
編
）
『
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
史
塩
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

　
　
は
経
済
界
と
通
産
省
が
資
金
を
折
半
し
て
設
立
さ
れ
た
日
中
経
済
協
会
に
吸
収
さ
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
）
二
九
九
頁
、
武
田
晴
人
鼻
端
度
成
長
ー
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代

　
　
れ
、
L
T
・
覚
書
貿
易
の
推
進
者
、
組
織
は
日
中
経
済
協
会
に
継
承
さ
れ
て
い
く
　
　
　
　
　
史
⑧
』
（
岩
波
轡
店
、
二
〇
〇
八
年
）
｝
九
九
買
。

　
　
こ
と
に
な
る
（
青
谷
芳
秀
前
掲
書
『
日
本
外
交
と
申
国
～
九
四
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For　them　Lithuanian　was　justthe　language　of　the　rustic　populace．　Thus　there　was

a　gap　between　their　interest　in　history，　which　was　£he　past　of　£he　nobles　and　the

intellectuals，　and　their　interest　in　language，　which　was　not　used　by　them．　But

some　members，　such　as　Kazimlerz　Kontrym，　promoted　the　use　of　Ljthuanian　as　a

literary　and　educational　｝anguage　for　Lithuanian－speaking　people．　Additionaily，　the

members　showed　no　interest　in　the　language　or　history　of　the　Eastern　Slavs　in　the

former　Grand　Duchy　of　Lithuania．

　　The　foRowing　are　the　conciusions　of　this　article：　the　members　of　Towarzystwo

Szubrawc6w　had　a　concept　of　the　nation　that　would　be　open　to　all　classes　including

the　peasantry，　but　they　thought　of　integirating　the　non－rtiling　classes　into　the

Potish－language　community　through　improvement　of　their　circumstances　and

education　in　Polish．　This　nation　would　have　been　a　community　built　on　the　region

of　the　former　Grand　Duchy　of　Lithuania　or　of　the　former　Polish－Lithuanian　Com－

monwealth，　united　by　the　Polish　language，　but　could　have　been　multitingual　with

Polish　cu｝ture　reigning　as　the　high　culture．　ln　any　case，　it　differs　from　the　concept

of　the　class－defined　nation　of　the　early　modern　age，　and　from　the　conception　of　the

iinguisticaky　homogeneous　nation　consisting　of　all　classes，　which　began　to　gain

popularity　in　the　second　haif　of　the　19th　century．　Thus　it　is　possible　to　say　that

there　was　diversity　in　the　formation　ef　modern　nations　in　Eastern　Europe．

Furui　Yoshirni　and　the　Sino－Japanese　LT　Trade　Negotiations　in　1968

by

Lu　Xueying

　　In　November　1962，　threugh　the　efferts　of　Mtumura　Kenzo　and　other　pro－

Chinese　members　in　the　Libeyal　Delnocratic　Party，　the　Memorandum　onノ’aPan－

China　Overall　Trade　（LT　Trade）　was　signed．　The　agreement，　also　known　as　Semi－

governmental　Trade　Agreement，　improved　the　Sino－Japanese　political，　economical

relationship　and　stimulated　unothcial　personal　exchanges．　However，　the　Sato

Cabinet　adopted　a　confrontational　approach　to　China，　and　China　also　hardened　its

atgtude　toward　Japan　under　the　influence　of　the　Great　Cultural　Revolution．　Sino－

Japanese　relations　began　to　deteriorate　rapidly．　That　situation　overshadowed　the

talks　on　the　LT　trade，　which　was　to　be　expired　at　the　end　of　1967．　The　tough
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negotiations　（February　and　March　1968）　resulted　in　a　replacement　of　a　five－year

trade　agreement　with　a　single－year　one．　The　name　was　also　changed　into　the

MT（MemoTandum　Trade）．

　　It　would　be　safe　to　say　that　£he　presence　of　Furui　Yoshimi　was　crucial　to　this

MT　agreernent．　Without　the　painfu1　effort　of　Furui，　who　had　proved　himself　as　a

key　player　in　the　pro－Chinese　group，　the　trade　negotiations　would　have　failed．

During　the　talks，　the　bHste血g　attack　from痴e　Ch圭nese　side　put　Fuirui血an　ex－

tremely　awkward　position．　Seeing　that　even　reaching　agreement　on　the

communiqu6　was　too　difficult　to　achieve，　some　members　of　the　negotiation　team

proposed　that　the　Japanese　delegation　suspend　the　ta｝ks　and　return　home．　Never－

theless，　in　order　to　protect　the　firagile　connection　between　Chna　and　Japan，　Furui

continued　his　utmost　effoyt　to　the　end．

　　A　great　deal　of　research　works　have　been　done　on　the　role　of　the　pro－Chinese

group　in　the　development　of　postwar　Sino－Japanese　relabions　and　trade　nego－

tiations．　However，　in　these　previous　works，　the　leading　role　of　Fumi　has　not　been

fully　explored．　Moreovey，　the　process　of　the　trade　negotiations　1968　has　not　been

discussed㎞detaiL　Us血g　the　orig血al　Furui　Yoshirni’s　documents　provided　by　the

Furui　famlly　to　the　Faculty　of　Letters，　Kyoto　University，　this　study　reappraises

the　Sino－Japanese　LT鋤ade　negotiations　i皿1968．

　　This　article　emphasizes　the　following　two　points．　Firstly，　by　comparing　the　atti－

tudes　to　China　of　the　Sato　Cabinet　with　those　of　Matsumura，　Furui　and　other　pro－

China　persons，　this　article　sheds五ght　on　the　d漉rence　be亡ween　them．　SecoRdly，

though　Furui　and　other　pro－Chinese　members　were　cxiticized　for　their　diplomatic

policy　being　“too　timid”　（　“Dogeza　gaileo”　）　by　the　hawks　in　the　LDP，　they　strug－

gled　to　keep　and　preserve　the　LT　route．　The　main　purpose　of　this　paper　is　to　de－

pict　the　role　of　the　pro－Chinese　group　in　the　LDP，　who　acted　to　improve　Sino－

Japanese　relations　via　the　LT　route．　This　route　was　different　from　othcial　route

and　has　not　been　fully　investigated　in　previous　studies．

　　The　MT　trade　did　not　account　for　a　large　share　in　the　Sino－Japanese　trade，　so　it

might　be　of　little　economic　importance．　However，　as　Furui　hirnself　pointed　out，　it

had　political　and　diplomatic　significance．　ln　the　1960s，　even　the　left－wing　parties　or

groups　couid　not　keep　close　connections　with　China．　Peop｝e　supporting　the　LT

route　became　the　only　linl〈　between　Japan　and　China　and　later　they　played　an　irn－

portant　role　in　the　Sino－Japanese　diplomatic　normalization．　Even　after　the　MT

negotiations　had　settled，　those　who　involved　in　the　MT　trade　were　in　dre　straits

because　of　the　changing　international　situation　surrounding　China　and　the　de－

texioration　of　Sino－Japanese　relations．　Furui　con£inued　fighting　mostly　alone　in

order　to　keep　the　Sino－Japanese　fragile　yelationship，　even　when　it　was　on　the
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verge　of　collapse．　Throughout　this　period，　Furui，　who　succeeded　the　position　of

Matsumura，　established　firm　status　as　the　focal　figure　in　Sino－Japanese　nego－

tiations．　And，　for　all　difficulties，　he　became　a　key　person　in　an　improvement　of

Sino－Japanese　relations．　The　presence　of　Furui　was　vita｝　to　Japan，　which　later　took

a　iarge　step　toward　the　diplomatic　normaEzation　with　Chna．
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